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規 則  

 

 横 浜 市 職 員 の 職 務 発 明 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ

に 公 布 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 規 則 第 55 号  

   横 浜 市 職 員 の 職 務 発 明 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規  

   則  

 横 浜 市 職 員 の 職 務 発 明 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 47 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第

26 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ９ 条 の ２ 中 「 を 超 え な い 金 額 」 を 削 り 、 「 こ と が で き る 」 を 「

も の と す る 」 に 改 め る 。  

 第 10 条 中 「 を 超 え な い 金 額 」 を 削 る 。  

 第 12 条 の 見 出 し 中 「 特 許 出 願 手 数 料 相 当 額 」 を 「 特 許 出 願 手 数 料

等 相 当 額 」 に 改 め 、 同 条 中 「 ま た は 」 を 「 又 は 」 に 改 め 、 「 費 用 」

の 次 に 「 （ 以 下 「 特 許 出 願 手 数 料 等 」 と い う 。 ） 」 を 加 え 、 「 す で

に 」 を 「 既 に 」 に 改 め 、 「 金 額 」 の 次 に 「 （ 以 下 「 特 許 出 願 手 数 料

等 相 当 額 」 と い う 。 ） 」 を 加 え る 。  

 第 15 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 補 償 金 等 （ 特 許 出 願 手 数 料 等 相 当 額 を 除

く 。 ） 」 を 「 第 11 条 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で に 規 定 す る 実 施 補 償 金 」

に 改 め る 。  

 第 16 条 第 ２ 項 中 「 総 務 局 長 」 を 「 総 務 局 契 約 財 産 部 長 」 に 改 め 、

同 条 第 ３ 項 中 「 及 び 契 約 財 産 部 長 ｣ を 削 り 、 「 並 び に 」 を 「 、 都 市

整 備 局 公 共 事 業 調 査 室 長 及 び 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 職 員 の 職 務 発 明 に 関 す る 規 則 第

９ 条 の ２ 及 び 第 10 条 の 規 定 は 、 こ の 規 則 の 施 行 の 日 以 後 に 支 払 う

出 願 補 償 金 及 び 登 録 補 償 金 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 支 払 う 出 願

補 償 金 及 び 登 録 補 償 金 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  
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 横 浜 市 保 健 所 長 委 任 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す

る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子   

横 浜 市 規 則 第 56 号  

   横 浜 市 保 健 所 長 委 任 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 （ 横 浜 市 保 健 所 長 委 任 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 保 健 所 長 委 任 規 則 （ 平 成 19 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 31 号  

 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 31 項 中 「 神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 及 び 販 売 条 例 」 を 「 神 奈 川 県 ふ ぐ

取 扱 い 及 び 販 売 条 例 」 に 改 め る 。  

 （ 横 浜 市 中 央 卸 売 市 場 食 品 衛 生 検 査 所 長 委 任 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  横 浜 市 中 央 卸 売 市 場 食 品 衛 生 検 査 所 長 委 任 規 則 （ 平 成 ６ 年

７ 月 横 浜 市 規 則 第 62 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ２ 号 中 「 神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 及 び 販 売 条 例 」 を 「 神 奈 川 県 ふ ぐ

取 扱 い 及 び 販 売 条 例 」 に 改 め る 。  

 （ 横 浜 市 食 品 衛 生 法 に 基 づ く 公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 の 基 準 に 関

す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 ３ 条  横 浜 市 食 品 衛 生 法 に 基 づ く 公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 の 基 準

に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 12 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 50 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ３ 条 第 １ 項 第 ８ 号 中 「 神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 及 び 販 売 条 例 」 を 「

神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 い 及 び 販 売 条 例 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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告 示  

 

横 浜 市 告 示 第  400 号  

   横 浜 市 市 税 条 例 に 基 づ く 控 除 対 象 寄 附 金 の 指 定  

 横 浜 市 市 税 条 例 （ 昭 和 25 年 ８ 月 横 浜 市 条 例 第 34 号 ） 第 29 条 の ４ の

３ に 規 定 す る 控 除 対 象 寄 附 金 と し て 、 次 の と お り 指 定 し た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 次 の 法 人 の 主 た る 目 的 で あ る 業 務 に 関 連 す る 寄 附 金 （ 横 浜 市 の 区

域 外 に 施 設 を 建 設 す る た め の 費 用 等 に 充 て る こ と を 目 的 と す る も の

を 除 く 。 ）  

指 定 年 月

日  

 法 人 の 名 称  主 た る 事 務 所 又 は 事 業 所

の 所 在 地  

寄 附 金 税

額 控 除 の

対 象 と な

る 日  

平 成 22 年  

８ 月 16 日  

公 益 財 団 法 人 か

な が わ 健 康 財 団

中 区 富 士 見 町 ３ 番 地 の １  平 成 22 年

４ 月 １ 日

 同  社 会 福 祉 法 人 白

百 合 会  

神 奈 川 区 亀 住 町 ９ 番 地 の

５  

平 成 22 年

１ 月 １ 日
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横 浜 市 告 示 第  401 号  

   一 般 競 争 入 札 及 び 指 名 競 争 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資  

   格 及 び そ の 審 査 申 請 の 手 続 （ 工 事 、 物 品 ・ 委 託 等 及 び 設  

   計 ・ 測 量 等 契 約 関 係 ）  

 横 浜 市 （ 水 道 局 、 交 通 局 及 び 病 院 経 営 局 を 除 く 。 ） が 発 注 す る 平

成 23 年 度 及 び 平 成 24 年 度 の 契 約 に 係 る 一 般 競 争 入 札 及 び 指 名 競 争 入

札 （ 以 下 「 入 札 」 と い う 。 ） に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 及 び そ の 審

査 申 請 の 手 続 を 次 の と お り 定 め た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  申 請 で き る 資 格 の 区 分  

 (1)  工 事 （ 製 造 及 び 修 繕 （ 物 品 の 製 造 及 び 修 繕 を 除 く 。 ） を 含 む

。 以 下 同 じ 。 ）  

 (2)  物 品 の 購 入 、 修 繕 、 製 造 、 借 入 れ 、 印 刷 物 の 製 作 、 委 託 、 不

用 品 の 売 払 い 及 び 電 力 供 給 等 （ 以 下 「 物 品 ・ 委 託 等 」 と い う 。

）  

 (3)  設 計 、 測 量 、 地 質 調 査 及 び 不 動 産 鑑 定 等 （ 以 下 「 設 計 ・ 測 量

等 」 と い う 。 ）  

２  入 札 参 加 者 の 資 格  

 (1)  地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 22 年 政 令 第 16 号 ） 第  167 条 の ４ に 該

当 す る 者 で な い こ と 。  

 (2)  横 浜 市 税 （ 市 民 税 （ 特 別 徴 収 分 ・ 普 通 徴 収 分 ） 、 法 人 市 民 税

、 固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税 （ 土 地 ・ 家 屋 ） 、 固 定 資 産 税 （ 償 却

資 産 ） 及 び 事 業 所 税 ） 並 び に 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 を 滞 納 し て

い な い こ と 。  

 (3)  横 浜 市 一 般 競 争 参 加 停 止 及 び 指 名 停 止 等 措 置 要 綱 に 基 づ く 24

か 月 以 上 を 期 間 と す る 一 般 競 争 参 加 停 止 及 び 指 名 停 止 の 措 置 期

間 中 の 者 で な い こ と 。  

 (4)  本 告 示 に 基 づ く 申 請 （ 変 更 に 関 す る 届 出 を 含 む 。 ） に 虚 偽 の

入 力 又 は 提 出 書 類 に 虚 偽 の 記 載 を し た 者 で な い こ と 。  

 (5)  工 事 の 入 札 に 参 加 す る 者 は 、 前 ４ 号 の ほ か 次 の 要 件 を 満 た し

て い る こ と 。  

  ア  登 録 を 希 望 す る 工 種 に 対 応 す る 建 設 業 に つ い て 、 建 設 業 法

（ 昭 和 24 年 法 律 第  100 号 ） 第 ３ 条 第 １ 項 の 許 可 を 受 け て お り

、 か つ 、 同 法 第 27 条 の 23 第 １ 項 に 定 め る 経 営 事 項 審 査 （ 入 札

参 加 資 格 審 査 の 申 請 日 で 有 効 か つ 最 新 の も の に 限 る 。 以 下 「

経 審 」 と い う 。 ） を 受 け て お り 、 経 審 に お い て 経 営 規 模 等 評

価 通 知 書 及 び 総 合 評 定 値 通 知 書 を 通 知 さ れ て い る こ と 。  

    ま た 、 別 表 １ に 掲 げ る 登 録 を 希 望 す る 工 種 （ 上 水 道 を 除 く

。 ） に 対 応 す る 建 設 業 に つ い て 、 経 審 の 経 営 規 模 等 評 価 結 果
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通 知 書 及 び 総 合 評 定 値 通 知 書 の 完 成 工 事 高 の 欄 に 完 成 工 事 高

が 計 上 さ れ て い る こ と 。  

    た だ し 、 船 舶 に お い て は 、 建 設 業 法 に 代 わ り 造 船 法 （ 昭 和

25 年 法 律 第  129 号 ） 第 ２ 条 の 許 可 又 は 小 型 船 造 船 業 法 （ 昭 和

41 年 法 律 第  119 号 ） 第 ４ 条 の 登 録 を 受 け て い る こ と 。  

  イ  中 小 企 業 等 協 同 組 合 法 （ 昭 和 24 年 法 律 第  181 号 ） 第 ３ 条 に

規 定 す る 中 小 企 業 等 協 同 組 合 （ 以 下 「 組 合 」 と い う 。 ） に あ

っ て は 、 次 の 要 件 を 満 た し て い る こ と 。  

   (ア)  登 録 を 希 望 す る 工 種 に 対 応 す る 建 設 業 に つ い て 、 当 該 組

合 の 理 事 が 役 員 と な っ て い る 事 業 者 の う ち 、 組 合 が 指 定 す

る 者 ５ 者 以 内 （ 以 下 「 審 査 対 象 組 合 員 」 と い う 。 ） が ア の

要 件 を 満 た し て い る こ と 。  

   (イ)  登 録 を 希 望 す る 工 種 に 対 応 す る 建 設 業 に つ い て 、 組 合 の

定 款 に 共 同 受 注 に つ い て の 定 め が あ る こ と 。  

 (7)  物 品 ・ 委 託 等 及 び 設 計 ･ 測 量 等 の 入 札 に 参 加 す る 者 は 、 第 １

号 か ら 第 ４ 号 ま で の ほ か 次 の 要 件 を 満 た し て い る こ と 。  

  ア  営 業 を 行 う に つ き 、 法 令 の 規 定 に よ り 官 公 署 等 の 許 可 、 認

可 等 を 必 要 と す る 場 合 に お い て は 、 当 該 許 可 、 認 可 等 を 受 け

て い る こ と 。  

  イ  組 合 に あ っ て は 、 登 録 を 希 望 す る 種 目 に 対 応 す る 業 種 に つ

い て 、 組 合 の 定 款 に 共 同 受 注 に つ い て の 定 め が あ る こ と 。  

３  入 札 参 加 資 格 審 査 申 請 の 手 続  

 (1)  申 請 期 間  

   平 成 22 年 10 月 １ 日 か ら 平 成 22 年 10 月 21 日 ま で （ 閉 庁 日 を 除 く  

  。 ）  

 (2)  申 請 時 間  

   午 前 ９ 時 か ら 午 後 ８ 時 ま で  

 (3)  申 請 方 法  

   イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て 次 の ア ド レ ス か ら 横 浜 市 ホ ー ム ペ

ー ジ 「 ヨ コ ハ マ ・ 入 札 の と び ら 」 に ア ク セ ス し 、 申 請 入 力 画 面

上 の 申 請 フ ォ ー ム に 必 要 事 項 を 入 力 及 び 送 信 し た 後 、 直 ち に 次

号 に 定 め る 提 出 書 類 を 第 ５ 号 に 定 め る 部 課 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。  

   横 浜 市 ホ ー ム ペ ー ジ 「 ヨ コ ハ マ ・ 入 札 の と び ら 」 ア ド レ ス  

   http://keiyaku.city.yokohama.lg.jp/  

 (4)  提 出 書 類  

  ア  法 人 登 記 簿 謄 本 又 は 現 在 事 項 全 部 証 明 書 （ 個 人 営 業 の 場 合

は 、 身 分 証 明 書 及 び 登 記 さ れ て い な い こ と の 証 明 書 又 は 登 記

事 項 証 明 書 ）  

  イ  代 表 者 印 鑑 証 明 書 （ 個 人 営 業 の 場 合 は 、 個 人 の 印 鑑 証 明 書  
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   ）  

  ウ  納 税 証 明 書 （ 「 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 」 に つ い て 未 納 税 額

の な い 証 明 ）  

  エ  使 用 印 鑑 届  

  オ  委 任 状 （ 委 任 す る 場 合 の み ）  

  カ   ISO 登 録 証 の 写 し （ 取 得 し て い る 場 合 の み ）  

  キ  工 事 の 入 札 に 参 加 す る 者 は 、 ア か ら カ ま で に 定 め る 書 類 の

ほ か 次 の 書 類 を 提 出 す る こ と 。  

   (ア)  経 営 規 模 等 評 価 通 知 書 及 び 総 合 評 定 値 通 知 書 の 写 し  

     ま た 、 船 舶 の 登 録 を 希 望 す る 場 合 は 、 造 船 法 に 基 づ く 許

可 書 又 は 小 型 船 造 船 業 法 に 基 づ く 小 型 船 造 船 業 登 録 済 証 及

び 財 務 諸 表 （ 申 請 日 の 直 前 決 算 の ２ 年 間 分 を 対 象 と し た も

の 。 た だ し 、 個 人 営 業 の 場 合 は 、 年 間 売 上 高 の 分 か る 確 定

申 告 書 等 ）  

   (イ)  工 事 の 施 工 実 績 を 証 明 す る 書 類 （ 契 約 書 等 の 写 し ）  

  ク  物 品 ・ 委 託 等 及 び 設 計 ・ 測 量 等 の 入 札 に 参 加 す る 者 は 、 ア

か ら カ ま で に 定 め る 書 類 の ほ か 次 の 書 類 を 提 出 す る こ と 。  

    た だ し 、 日 本 国 内 に 営 業 所 を 有 し な い 者 は 、 ア 、 イ 及 び ウ

を 省 略 す る こ と が で き る 。  

   (ア)  財 務 諸 表 （ 申 請 日 の 直 前 決 算 の ２ 年 間 分 を 対 象 と し た も

の 。 た だ し 、 個 人 営 業 の 場 合 は 、 年 間 売 上 高 の 分 か る 確 定

申 告 書 等 ）  

   (イ)  営 業 許 可 ・ 認 可 証 の 写 し  

  ケ  組 合 の 提 出 書 類  

   (ア)  ア か ら ク ま で に 定 め る 書 類  

   (イ)  組 合 の 定 款  

   (ウ)  官 公 需 共 同 受 注 規 約  

   (エ)  官 公 需 適 格 組 合 証 明 書 の 写 し （ 証 明 を 受 け て い る 場 合 の

み ）  

   (オ)  組 合 役 員 名 簿  

   (カ)  組 合 員 名 簿  

   (キ)  審 査 対 象 組 合 員 の 経 営 規 模 等 評 価 通 知 書 及 び 総 合 評 定 値

通 知 書 の 写 し （ 工 事 に 申 請 す る 場 合 の み ）  

   (ク)  工 種 別 審 査 対 象 組 合 員 一 覧 （ 工 事 に 申 請 す る 場 合 の み ）  

 (5)  書 類 提 出 部 課  

   〒 231-0017  

   中 区 港 町 １ 丁 目 １ 番 地 （ 関 内 中 央 ビ ル ２ 階 ）  

   横 浜 市 総 務 局 契 約 財 産 部 契 約 第 一 課  

 (6)  申 請 に お い て 使 用 す る 言 語 等  

  ア  申 請 及 び 提 出 書 類 の 記 載 は 、 日 本 語 で 行 う こ と 。 な お 、 提
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出 書 類 の う ち 外 国 語 で 記 載 さ れ た 事 項 に つ い て は 、 日 本 語 の

訳 文 を 付 記 又 は 添 付 す る こ と 。  

  イ  申 請 及 び 提 出 書 類 に 用 い る 金 額 は 、 日 本 国 通 貨 に よ る こ と

と し 、 外 国 通 貨 を 換 算 す る と き は 、 出 納 官 吏 事 務 規 程 （ 昭 和

22 年 大 蔵 省 令 第 95 号 ） 第 16 条 に 規 定 す る 申 請 日 現 在 有 効 の 外

国 貨 幣 換 算 率 に よ り 日 本 国 通 貨 に 換 算 し た 額 と す る こ と 。  

 (7)  申 請 で き る 工 種 数 及 び 種 目 数  

  ア  工 事  

    別 表 １ に 掲 げ る 工 種 の う ち 、 ４ 工 種 ま で 申 請 で き る 。  

  イ  物 品 ・ 委 託 等  

    別 表 ２ に 掲 げ る 営 業 種 目 の う ち 、 15 種 目 ま で 申 請 で き る 。  

  ウ  設 計 ・ 測 量 等  

    別 表 ３ に 掲 げ る 営 業 種 目 の う ち 、 ８ 種 目 ま で 申 請 で き る 。  

４  随 時 申 請  

  次 の 者 を 対 象 と し 、 平 成 23 年 ４ 月 １ 日 か ら 随 時 に 申 請 を 受 け 付  

け る （ 閉 庁 日 を 除 く 。 ） 。  

 (1)  前 項 の 申 請 に よ る 入 札 参 加 資 格 を 有 し な い 者  

 (2)  前 項 の 申 請 に よ り 入 札 参 加 資 格 を 得 た 者 の う ち 、 第 ９ 項 に よ

り 通 知 さ れ た 登 録 工 種 数 又 は 営 業 種 目 数 を 含 め 、 前 項 第 ７ 号 の

工 種 数 又 は 営 業 種 目 数 の 範 囲 内 で 、 工 種 又 は 営 業 種 目 の 追 加 を

希 望 す る 者  

５  入 札 参 加 資 格 の 特 定 調 達 契 約 に 関 す る 取 扱 い  

  前 ２ 項 の 申 請 に よ り 入 札 参 加 資 格 を 得 た 者 は 、 第 ９ 項 の 通 知 に

定 め る 工 種 及 び 営 業 種 目 に つ い て 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特

定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第  372 号 ）

の 適 用 の あ る 調 達 契 約 に 係 る 入 札 の 参 加 資 格 を 有 す る 。  

６  変 更 に 関 す る 届 出  

  第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 の 申 請 に よ り 入 札 参 加 資 格 を 得 た 後 、 申 請 内

容 に 変 更 が 生 じ た と き は 、 直 ち に 入 札 参 加 資 格 審 査 申 請 書 変 更 届

出 を 行 い 、 そ の 事 実 を 証 明 す る 書 類 を 第 ３ 項 第 ５ 号 に 定 め る 部 課

に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

７  入 札 参 加 資 格 の 喪 失  

  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 入 札 参 加 資 格 又 は 入 札 参  

 加 資 格 の 一 部 を 喪 失 す る も の と す る 。  

 (1)  第 ２ 項 に 定 め る 入 札 参 加 者 の 資 格 要 件 の い ず れ か を 欠 い た と  

  き 。  

 (2)  入 札 参 加 資 格 に 係 る 営 業 を 廃 止 し た と き 。  

８  入 札 参 加 資 格 の 承 継  

  入 札 に 参 加 し よ う と す る 者 が 、 営 業 を 承 継 し た 場 合 に お い て 、

次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 し 、 別 途 市 長 が 定 め る 書 類 を 提 出 す る
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と き は 、 前 営 業 者 の 当 該 営 業 に 従 事 し た 期 間 及 び 納 付 し た 税 額 は

、 承 継 人 に お い て 従 事 し 、 又 は 納 付 し た も の と み な す 。  

 (1)  相 続 し た と き 。  

 (2)  個 人 営 業 者 が 会 社 を 設 立 し 、 こ れ に そ の 営 業 を 譲 渡 し 、 そ の

会 社 の 取 締 役 又 は 社 員 に 就 任 し 、 現 に そ の 任 に あ る と き 。  

 (3)  会 社 が 解 散 し 、 会 社 の 取 締 役 又 は 社 員 が そ の 営 業 を 譲 り 受 け  

  、 個 人 営 業 者 と な っ た と き 。  

 (4)  合 併 に よ り 解 散 し た 会 社 の 社 員 が 、 合 併 に よ り 新 設 さ れ た 会

社 又 は 合 併 後 存 続 す る 会 社 の 取 締 役 又 は 社 員 に 就 任 し 、 現 に そ

の 任 に あ る と き 。  

 (5)  会 社 が 組 織 を 変 更 し て 、 他 の 種 類 の 会 社 と な っ た と き 。  

 (6)  会 社 が 営 業 の 一 部 を 分 離 し て 新 た に 会 社 を 設 立 さ せ 、 そ の 営

業 を 譲 渡 し た と き 。  

 (7)  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め た と き 。  

９  入 札 参 加 資 格 審 査 結 果 の 通 知  

  入 札 参 加 資 格 審 査 結 果 に つ い て は 、 審 査 終 了 後 、 通 知 を 行 う 。  

10  格 付 に つ い て  

  次 の 区 分 に つ い て 、 格 付 を 採 用 す る 。  

  な お 、 格 付 方 法 及 び 提 出 書 類 等 に つ い て は 、 別 途 横 浜 市 報 調 達

公 告 版 に お い て 公 告 を 行 う 。  

 (1)  工 事  

  ア  別 表 １ に 定 め る 工 種 「 土 木 」 、 「 ほ 装 」 、 「 造 園 」 、 「 建

築 」 、 「 電 気 」 、 「 管 」 及 び 「 上 水 道 」 の 入 札 参 加 資 格 を 得

た 者 は 、 イ の (ア) か ら (キ) ま で の 項 目 に 基 づ き 格 付 を 行 う 。  

    な お 、 こ の 格 付 は 、 入 札 を 行 う 際 に 定 め る 入 札 参 加 資 格 及

び 指 名 基 準 と し て 用 い る 。  

  イ  格 付 は 次 の 項 目 に 基 づ く 。  

   (ア)  工 種 に 対 応 す る 建 設 業 に 係 る 経 審 の 総 合 評 定 値  

   (イ)  横 浜 市 に お け る 工 種 別 の 年 間 平 均 請 負 実 績 金 額  

   (ウ)  横 浜 市 に お け る 工 種 別 の 工 事 成 績  

   (エ)  横 浜 市 優 良 工 事 請 負 業 者 表 彰 の 受 賞 状 況  

   (オ)   ISO の 認 証 状 況  

   (カ)  障 害 者 の 雇 用 状 況  

   (キ)  贈 賄 及 び 独 占 禁 止 法 違 反 行 為 等 に よ る 横 浜 市 に お け る 一

般 競 争 参 加 停 止 及 び 指 名 停 止 措 置 状 況  

 (2)  物 品 ・ 委 託 等  

  ア  別 表 ２ に 定 め る 営 業 種 目 「 建 物 管 理 」 及 び 「 公 園 緑 地 等 管

理 」 の 入 札 参 加 資 格 を 得 た 者 は 、 ウ の (ア) か ら (ク) ま で の 項 目 に

基 づ き 格 付 を 行 う 。  

    な お 、 こ の 格 付 は 、 入 札 を 行 う 際 に 定 め る 入 札 参 加 資 格 及
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び 指 名 基 準 と し て 用 い る 。  

  イ  ア に 定 め る も の の ほ か 、 第 ５ 項 に 定 め る 地 方 公 共 団 体 の 物

品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 の 適 用 の あ

る 調 達 契 約 に 係 る 入 札 の 参 加 資 格 を 得 た 者 は 、 ウ の (ア) か ら (オ)

ま で の 項 目 に 基 づ き 格 付 を 行 う 。  

    な お 、 こ の 格 付 は 入 札 を 行 う 際 に 定 め る 入 札 参 加 資 格 と し

て 用 い る 。  

 ウ  格 付 は 次 の 項 目 に 基 づ く 。  

   (ア)  種 目 別 の 年 間 平 均 売 上 高  

   (イ)  自 己 資 本 額  

   (ウ)  従 業 員 数  

   (エ)  流 動 比 率  

   (オ)  営 業 年 数  

   (カ)   ISO の 認 証 状 況  

   (キ)  障 害 者 の 雇 用 状 況  

   (ク)  贈 賄 及 び 独 占 禁 止 法 違 反 行 為 等 に よ る 横 浜 市 に お け る 一

般 競 争 参 加 停 止 及 び 指 名 停 止 措 置 状 況  

11  入 札 参 加 資 格 の 有 効 期 間  

 (1)  第 ３ 項 に 定 め る 申 請 を 行 っ た も の  

   平 成 23 年 ４ 月 １ 日 か ら 平 成 25 年 ３ 月 31 日 ま で  

 (2)  第 ４ 項 に 定 め る 申 請 を 行 っ た も の  

   第 ９ 項 の 通 知 で 定 め る 有 効 期 間 の 始 期 か ら 平 成 25 年 ３ 月 31 日

ま で  

12  入 札 参 加 資 格 の 有 効 期 間 の 更 新 手 続  

  入 札 参 加 資 格 の 更 新 を 希 望 す る 者 は 、 平 成 24 年 度 の 有 効 期 間 中

に 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 及 び そ の 審 査 申 請 の 方 法 に つ い

て 告 示 を 行 う 予 定 が あ る の で 、 そ の 告 示 に 基 づ き 申 請 す る こ と 。  

13  そ の 他  

  詳 細 は 、 横 浜 市 ホ ー ム ペ ー ジ 「 ヨ コ ハ マ ・ 入 札 の と び ら 」 の 「

資 格 審 査 申 請 」 に よ る 。  

14  こ の 告 示 に 関 す る 問 い 合 わ せ 先  

  横 浜 市 総 務 局 契 約 財 産 部 契 約 第 一 課 管 理 係  

  電 話  045(671)3805 

別 表 １  

 工 事  

コ ー ド  工 種  コ ー ド 工 種  

 01  土 木   15  ひ き 屋 ・ 解 体  

 02  ほ 装   16  フ ェ ン ス  

 03  と び ・ 土 工   17  電 気  

 04  港 湾   18  電 気 通 信  
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 05  造 園   19  管  

 06  石   20  管 更 正  

 07  建 築   21  機 械 器 具 設 置  

 09  内 装   22  消 防 施 設  

 10  建 具   23  さ く 井  

 11  塗 装   24  上 水 道  

 12  区 画 線 ・ 標 識   25  船 舶  

 13  防 水   26  そ の 他  

 14  鋼 構 造  

別 表 ２  

 物 品 ・ 委 託 等  

コ ー ド  営 業 種 目  コ ー ド 営 業 種 目  

 001 文 具 ・ 事 務 機 械   106 製 本  

 002 図 書   107 青 焼 ・ 複 写  

 003 用 紙 類   108 特 殊 印 刷  

 004 保 育 用 品   109 印 刷 物 企 画 デ ザ イ ン  

 006 写 真 機 ・ 映 写 機   110 光 デ ィ ス ク 製 作  

（ CD 、  DVD 等 ）  

 007 楽 器   111 封 筒 印 刷  

 009 運 動 具   201 自 動 車 修 理 ・ 点 検  

 010 美 術 ・ 陶 芸 品   202 そ の 他 の 修 理  

 011 雑 貨   301 建 物 管 理  

 013 機 械 器 具 ・ 工 具 類   302 警 備 業 務  

 015 コ ン ピ ュ ー タ 類   303 浄 化 槽 ・ 貯 水 槽 等 清 掃

 016 電 気 機 械 類   304 通 信 設 備 保 守  

 019 医 療 機 械 器 具   306 消 防 設 備 保 守  

 020 理 化 学 機 械 器 具   309 資 源 化 委 託  

 021 医 薬 ・ 衛 生 材 料   310 貨 物 運 送  

 022 工 化 学 薬 品   311 下 水 道 管 等 保 守  

 023 ゴ ム ・ 皮 革   312 道 路 ・ 公 園 清 掃  

 024 衣 服 ・ 帽 子   313 公 園 緑 地 等 管 理  

 026 寝 具   314 ク リ ー ニ ン グ  

 027 室 内 装 飾 類   315 害 虫 等 駆 除  

 029 看 板 ・ プ レ ー ト   316 コ ン ピ ュ ー タ 業 務  

 030 バ ッ チ ・ 旗 ・ 天 幕   317 マ イ ク ロ 写 真  

 031 道 路 保 安 資 材   318 航 空 写 真  

 033 什 器   319 イ ベ ン ト 企 画 運 営 等  

 034 厨 房 ・ 浴 槽 機 器 類   320 各 種 調 査 企 画  
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 036 食 料 品 ・ 記 念 品   321 検 査 ・ 測 定  

 037 動 物 ・ 飼 料   322 映 画 ・ ビ デ オ 制 作  

 038 自 動 車   323 広 告  

 039 自 動 車 部 品   325 給 食  

 040 タ イ ヤ   327 電 気 設 備 保 守  

 041 電 車 用 品   328 機 械 設 備 保 守  

 042 水 道 用 品   329 施 設 運 転 管 理 ・ 保 守  

 043 消 防 ・ 防 災 ・ 防 犯 用 品  330 廃 棄 物 処 理  

 044 燃 料   333 福 祉 サ ー ビ ス  

 046 骨 材 ・ セ メ ン ト   334 活 性 炭 ・ 作 動 油 等 再 生

 047 原 材 料   335 水 道 関 連 委 託  

 050 鋼 材   345 事 務 ・ 業 務 の 委 託  

 052 造 園 材 ・ 木 材   350 そ の 他 の 委 託 等  

 054 不 用 品 買 受   401 仮 設 建 物 賃 貸  

 056 船 舶 ・ 航 空 機   402 一 般 賃 貸  

 060 そ の 他 の 物 品   403 寝 具 賃 貸  

 101 オ フ セ ッ ト 印 刷   404 自 動 車 賃 貸  

 102 端 物 印 刷   410 複 写 サ ー ビ ス  

 103 軽 印 刷   501 電 力 ・ ガ ス  

 104 フ ォ ー ム 印 刷   601 労 働 者 派 遣 業 務  

 105 地 図 作 成   602 そ の 他 の 業 務  

別 表 ３  

 設 計 ・ 測 量 等  

コ ー ド  営 業 種 目  コ ー ド 営 業 種 目  

 901 建 築 設 計 （ 監 理 を 含 む

。 ）  

 905 建 設 コ ン サ ル タ ン ト 等

の 業 務  

 902 設 備 設 計   906 測 量  

 903 土 木 設 計   907 地 質 調 査  

 904 造 園 設 計   908 不 動 産 鑑 定  

 



                     横 浜 市 報  定期第 780 号 平成22年９月３日 

14 

横 浜 市 告 示 第  402 号  

   横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 地 区 計 画 の 決 定  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 19 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ

き 、 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 地 区 計 画 を 次 の と お り 決 定 し た 。  

 そ の 関 係 図 書 は 、 横 浜 市 建 築 局 企 画 部 都 市 計 画 課 に お い て 一 般 の

縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 金 沢 八 景 駅 東 口 地 区 地 区 計 画 を 次 の よ う に

決 定 す る 。

名  称 金沢八景駅東口地区地区計画 

位  置 横浜市金沢区瀬戸 

面  積 約 2.4ha 

地 区 計

画 の 目

標 

 当地区は、「横浜市都市計画マスタープラン全市プラン」において、主要な鉄道駅周辺

として市民の身近な日常生活のために、商業、サービス機能などの立地を促進する拠点

に位置づけられている。 

 当地区は、土地区画整理事業により、駅前広場やアクセス道路等の公共施設の整備を

図るとともに、金沢シーサイドラインの京浜急行金沢八景駅との接続により、交通結節

点の機能強化を図っていく。このような公共施設の整備とあわせて、海や歴史などの地

域資源や学校が集積する文教の地としての地域特性を活かしつつ、親しみやにぎわいの

ある界隈を創出するため、駅前拠点にふさわしい商業、サービス機能の集積を促進する

など、バランスのとれた土地利用や良好な市街地環境の形成を図り、横浜の南部方面の

拠点として、また、金沢区の中心的な役割を担う駅前の拠点づくりを進める。 

土 地 利

用 の 方

針 

 公共交通が結節する駅前拠点にふさわしい土地利用を図るため、商業、サービス機能

などの多様な土地利用の誘導を図る。また、土地の高度利用によって多くの人が集まる

都市空間の創出や、駅前の立地特性を活かした居住機能を確保するとともに、防災性の

向上を図るため、建築物の不燃化を促進する。 

地 区 施

設 の 整

備 方 針 

 土地区画整理事業により駅前広場や区画道路を整備し、安全で快適な歩行者空間の形

成や円滑な車両通行を確保するなど、駅前の交通利便性の向上を図る。 

区 

域 

の 

整 

備 

・ 

開 

発 

及 

び 

保 

全 

に 

関 

す 

る 

方 

針 

建 築 物

等 の 整

備 方 針 

 駅前拠点としてのにぎわいの創出、拠点にふさわしい景観形成等のため、建築物の用

途の制限、建築物等の形態意匠の制限を定める。 

 また、地区の北側の周辺環境への影響に配慮するため、建築物の高さの最高限度を定

める。 

地区整備計画 

種 類 名  称 幅  員 延  長 備  考 

区画２号線   13ｍ 約130ｍ  

区画３号線   11ｍ 約 50ｍ  

区画４号線   ９ｍ 約 30ｍ  

地 区 施

設 の 配

置 及 び 

規 模 

区 画 道

路 

区画５号線  10.5ｍ 約 30ｍ  

建 築 物

等 に 関

す る 事

項 

建 築 物

の 用 途

の 制 限 

次に掲げる建築物は建築してはならない。 

１ １階を住居の用に供するもので、次の各号のいずれにも該当しないもの 

 (1) １階の住居の用に供する部分が廊下、広間、階段、エレベーターその他これらに

類するもののみであるもの 

 (2) 土地区画整理法（昭和29年法律第 119号）第98条第１項又は第 103条第１項の規

定により換地又は仮換地として指定された土地で次に掲げる条件のいずれにも該当

する土地を敷地として使用するもの 

  ア 計画図に示す、都市計画道路３･４･39号金沢八景六浦線（駅前広場を含む。）

に接しないこと。 
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   イ 当該土地に対応する従前の土地を住居の用のみに供する建築物の敷地として使

用していたこと。 

２ 自動車教習所 

３ 勝馬投票券発売所、場外車券売場、場外勝舟投票券発売所 

４ 危険物の貯蔵又は処理に供するもの（自己の使用のための貯蔵施設その他これに類

するものを除く。） 

５ キャバレー、料理店、ナイトクラブ、ダンスホールその他これらに類するもの 

６ 個室付浴場業に係る公衆浴場その他これに類する建築基準法施行令第 130条の９の

２に定めるもの 

建 築 物

の 高 さ

の 最 高 

限 度 

計画図に示す、北側斜線の制限を受ける区域内の建築物の各部分の高さは、当該部分

から基準線までの真北方向の水平距離に 0.6を乗じて得たものに 7.5ｍを加えたもの以

下としなければならない。 

 

 

建 築 物

等 の 形

態 意 匠

の 制 限 

１ 建築物の屋根及び外壁は、刺激的な色彩又は装飾を控えるなど、周囲の景観に配慮

したものとする。 

２ 屋外広告物は、刺激的な色彩又は装飾を控えるなど、周囲の景観に配慮したものと

する。 

３ 地区施設、都市施設（都市計画道路３・４・39号金沢八景六浦線（駅前広場を含む

。）及び都市計画道路３・３・９号国道16号線）及び市道谷津第 410号線（海軍道路

）に面する建築物の低層部は、にぎわいを創出するため、街並みの連続性に配慮した

形態意匠とする。 

 「 区 域 及 び 地 区 施 設 の 配 置 は 、 計 画 図 表 示 の と お り 」 （ 計 画 図 は

省 略 ）  
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横 浜 市 告 示 第  403 号  

   横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 用 途 地 域 の 変 更  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 21 条 第 ２ 項 に お い て 準 用

す る 同 法 第 19 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 用 途

地 域 を 次 の と お り 変 更 し た 。  

 そ の 関 係 図 書 は 、 横 浜 市 建 築 局 企 画 部 都 市 計 画 課 に お い て 一 般 の

縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 用 途 地 域 を 次 の よ う に 変 更 す る 。  

種  類 面  積 
建築物の

容 積 率 

建築物の

建ペい率

外壁の後退 

距離の限度 

建 築 物 の 

敷 地 面 積 

の最低限度 

建築物 

の高さ 

の限度 

備 考

第 一 種 低 層 

住 居専 用地 域 

 

 

 

 

 

 

 

小 計 

約   187ha 

約   166ha 

約 4,665ha 

約   723ha 

約   879ha 

約    36ha 

約 3,101ha 

約 3,065ha 

約   690ha 

約13,512ha 

６／10以下

６／10以下

８／10以下

８／10以下

８／10以下

８／10以下

８／10以下

10／10以下

10／10以下

 

３／10以下

４／10以下

４／10以下

４／10以下

５／10以下

５／10以下

５／10以下

５／10以下

６／10以下

 

敷地境界から１ｍ

前面道路から１ｍ

前面道路から１ｍ

前面道路から１ｍ

前面道路から１ｍ

前面道路から１ｍ

－ 

－ 

－ 

 

165㎡ 

165㎡ 

125㎡ 

165㎡ 

125㎡ 

165㎡ 

125㎡ 

100㎡ 

100㎡ 

 

10ｍ 

10ｍ 

10ｍ 

10ｍ 

10ｍ 

10ｍ 

10ｍ 

10ｍ 

10ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.9％

第 二 種 低 層 

住 居専 用地 域 

 

 

 

 

 

小 計 

約    86ha 

約    17ha 

約    21ha 

約     1ha 

約    11ha 

約     8ha 

約    29ha 

約   173ha 

８／10以下

８／10以下

８／10以下

８／10以下

８／10以下

10／10以下

15／10以下

 

４／10以下

４／10以下

５／10以下

５／10以下

５／10以下

５／10以下

６／10以下

 

前面道路から１ｍ

前面道路から１ｍ

前面道路から１ｍ

前面道路から１ｍ

－ 

－ 

－ 

 

125㎡ 

165㎡ 

125㎡ 

165㎡ 

125㎡ 

100㎡ 

－ 

 

10ｍ 

10ｍ 

10ｍ 

10ｍ 

10ｍ 

10ｍ 

12ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 0.5％

第 一 種 中高 層 

住 居 専 用地 域 
約 2,627ha 15／10以下 ６／10以下 － － －  7.9％

第 二 種 中高 層 

住 居 専 用地 域 
約 1,750ha 15／10以下 ６／10以下 － － －  5.3％

第一種住居地域 約 4,456ha 20／10以下 ６／10以下 － － － 13.5％

第二種住居地域 約   527ha 20／10以下 ６／10以下 － － －  1.6％

準 住 居 地 域 約 1,441ha 20／10以下 ６／10以下 － － －  4.4％

近 隣 商 業地 域 

 

 

小 計 

約   376ha 

約   837ha 

約   202ha 

約 1,415ha 

20／10以下

30／10以下

40／10以下

 

８／10以下

８／10以下

８／10以下

 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

－ 

 

 

 

 

 4.3％

商 業 地 域 

 

 

 

 

小 計 

約 1,208ha 

約   197ha 

約   313ha 

約    35ha 

約   159ha 

約 1,912ha 

40／10以下

50／10以下

60／10以下

70／10以下

80／10以下

 

８／10以下

８／10以下

８／10以下

８／10以下

８／10以下

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

 

 

 

 

 

 5.8％
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準 工 業 地 域 

 

小 計 

約 1,667ha 

約    67ha 

約 1,734ha 

20／10以下

40／10以下

 

６／10以下

６／10以下

 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

 

 

 

 5.2％

工 業 地 域 約 1,687ha 20／10以下 ６／10以下 － － －  5.1％

工 業 専 用 地 域 

 

小 計 

約   278ha 

約 1,555ha 

約 1,833ha 

20／10以下

20／10以下

 

４／10以下

６／10以下

 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

 

 

 

 5.5％

合 計 約33,067ha       100％

 

 適用の除外 

 

 次のいずれかに該当する土地については、前記の建築物の敷地面積の最低限度（以下「最低限度」とい

う。）の定めは適用しない。 

 

１ 最低限度が定められた際、現に建築物の敷地として使用されている土地又は現に存する所有権その他

の権利に基づいて建築物の敷地として使用することができる土地で、次の各号のいずれかに掲げる公共

施設等の整備とあわせ、当該土地を含む区域において、低層住宅に係る良好な住居の環境が確保される

ものについては、当該公共施設等の用に供する土地を除く全部を一の敷地として使用するもの又は当該

公共施設等の用に供する土地を除き分割される各々を一の敷地として使用するもの 

 ⑴ 道路法（昭和27年法律第 180号）又は都市計画法（昭和43年法律第 100号）による道路 

   ただし、都市計画法第29条の規定による許可を受けた開発行為に係るものを除く。 

 ⑵ 河川、水路その他これらに類する公共公益施設 

 

２ 当該土地を含む区域において、低層住宅に係る良好な住居の環境が確保されるもので、土地区画整理

法（昭和29年法律第 119号）第98条第１項の規定による仮換地の指定、同法第 103条第１項の規定によ

る換地処分その他法令によるこれらに準じた処分等を受けた土地（当該処分等のもととなった事業計画

等の認可又は公告があった際、現に建築物の敷地として使用されていた土地又は所有権その他の権利に

基づいて建築物の敷地として使用することができた土地と照応するものに限る。）で、その全部を一の

敷地として使用するもの 

 

３ 都市計画において定めた地区計画等により最低限度が定められ、かつ、当該地区計画等により低層住

宅に係る良好な住居の環境が確保されている区域内にあるもの 

 

４ 前各項に類する都市計画上支障がない場合において、市長が、低層住宅に係る良好な住居の環境を害

するおそれがないと認めて建築審査会の同意を得て許可した建築物の敷地に係るもの 

 「 位 置 及 び 区 域 は 、 計 画 図 表 示 の と お り 」 （ 計 画 図 は 省 略 ）  
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横 浜 市 告 示 第  404 号  

   横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 高 度 地 区 の 変 更  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 21 条 第 ２ 項 に お い て 準 用

す る 同 法 第 19 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 高 度

地 区 を 次 の と お り 変 更 し た 。  

 そ の 関 係 図 書 は 、 横 浜 市 建 築 局 企 画 部 都 市 計 画 課 に お い て 一 般 の

縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 高 度 地 区 を 次 の よ う に 変 更 す る 。

種  類 面  積 建築物の高さの最高限度又は最低限度 備 考

高 度 地 区 

(最高限第１種) 
約 13,658ha 

⑴ 建築物の高さは、10メートルを超えてはならない。 

⑵ 建築物の各部分の高さは、当該各部分から前面道路の中心線

又は隣地境界線までの真北方向の水平距離に 0.6を乗じて得た

ものに５メートルを加えたもの以下としなければならない。 

 

高 度 地 区 

(最高限第２種) 
約 29ha 

⑴ 建築物の高さは、12メートルを超えてはならない。 

⑵ 建築物の各部分の高さは、当該各部分から前面道路の中心線

又は隣地境界線までの真北方向の水平距離に 0.6を乗じて得た

ものに５メートルを加えたもの以下としなければならない。 

 

高 度 地 区 

(最高限第３種) 
約 4,378ha 

⑴ 建築物の高さは、15メートルを超えてはならない。 

⑵ 建築物の各部分の高さは、当該各部分から前面道路の中心線

又は隣地境界線までの真北方向の水平距離に 0.6を乗じて得た

ものに７メートルを加えたもの以下としなければならない。 

 

高 度 地 区 

(最高限第４種) 
約 6,423ha 

⑴ 建築物の高さは、20メートルを超えてはならない。 

⑵ 建築物の各部分の高さは、当該各部分から前面道路の中心線

又は隣地境界線までの真北方向の水平距離に 0.6を乗じて得た

ものに 7.5メートルを加えたもの以下としなければならない。

 

高 度 地 区 

(最高限第５種) 
約 3,030ha 

⑴ 建築物の高さは、20メートルを超えてはならない。 

⑵ 建築物の各部分の高さは、当該各部分から前面道路の中心線

又は隣地境界線までの真北方向の水平距離に 0.6を乗じて得た

ものに10メートルを加えたもの以下としなければならない。 

 

高 度 地 区 

(最高限第６種) 
約 1,060ha 建築物の高さは、20メートルを超えてはならない。  

高 度 地 区 

(最高限第７種) 
約 2,657ha 建築物の高さは、31メートルを超えてはならない。  

合 計 約 31,235ha   

 

 適用の除外 

 

 次の各号の一に該当する建築物については、前記の制限は適用しない。 

 ⑴ 都市計画において決定した一団地の住宅施設に係る建築物 

 ⑵ 都市計画において決定した地区計画等により建築物の高さの最高限度が定められている区域内の建

  築物で当該地区計画等に適合しているもの 

 ⑶ 市長が市街地環境の整備向上に寄与すると認め、かつ、建築審査会の同意を得て許可した建築物 

 ⑷ 市長が公益上やむを得ない、又は周囲の状況等により都市計画上支障がないと認め、かつ建築審査

  会の同意を得て許可した建築物 

 ⑸ 最高限第１種高度地区内において、北側斜線（前記の北側の前面道路又は隣地との関係についての

  建築物の各部分の高さの最高限度である線。以下同じ。）内にある高さ12メートル以下の建築物であ

  って、市長が低層住宅に係る良好な住居の環境を害するおそれがないと認めたもの 
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 ⑹ 最高限第７種高度地区内において、建築物の全部又は一部が高度利用地区又は最低限高度地区の適

  用を受ける建築物 

 ⑺ 工業地域内の最高限第５種高度地区内において、高さ31メートル以下の建築物で、当該高度地区に

  おける高さの最高限度を超える部分を住宅（長屋及び兼用住宅を含む。）、共同住宅、寄宿舎及び下

  宿その他これらに附属するものの用途に供しないもの 

 

 制限の緩和 

 ⑴ 建築物の敷地の北側に水面、線路敷その他これらに類するもの（ただし、広場、公園は除く。以下

  同じ。）が接する場合は、当該水面、線路敷その他これらに類するものに接する隣地境界線は、当該

  水面、線路敷その他これらに類するものの幅の２分の１だけ外側にあるものとみなす。 

 ⑵ 建築物の敷地の北側の前面道路の反対側に、水面、線路敷その他これらに類するものがある場合は

  、当該前面道路に接する境界線は、当該前面道路と水面、線路敷その他これらに類するものの幅の和

  の２分の１だけ外側にあるものとみなす。 

 ⑶ 建築物の敷地の地盤面が北側隣地（北側に前面道路がある場合は、当該前面道路の反対側の隣接地

  をいう。以下この号において同じ。）の地盤面（隣地に建築物がない場合は、当該隣地の平均地表面

  をいう。以下この号において同じ。）より１メートル以上低い場合の北側斜線は、当該敷地の地盤面

  と北側隣地の地盤面との高低差から１メートルを減じたものの２分の１だけ高い位置に置くものとす

  る。 

 ⑷ 一団地内に２以上の構えを成す建築物を総合的設計によって建築する場合、又は一定の一団の土地

  の区域内に現に存する建築物の位置及び構造を前提として、総合的見地からした設計によって当該区

  域内に建築物が建築される場合において、市長がその各建築物の位置及び構造が安全上、防火上及び

  衛生上支障がないと認めたものについては、これらの建築物は、同一敷地内にあるものとみなす。 

 

 建築物の敷地が２以上の高度地区又は高度地区の内外にわたる場合の措置 

 建築物の敷地が２以上の高度地区又は高度地区の内外にわたる場合の北側斜線は、北側の敷地境界線が

属する高度地区に関する制限によるものとする。 

 

種  類 面  積 建築物の高さの最高限度又は最低限度 備 考

高 度 地 区 

(最低限第１種) 
約78ha 

建築物の高さ（地盤面からの高さによる。以下同じ。）の最低限

度は、14メートルとする。 
 

高 度 地 区 

(最低限第２種) 
０ha 建築物の高さの最低限度は、12メートルとする。  

高 度 地 区 

(最低限第３種) 
約５ha 建築物の高さの最低限度は、７メートルとする。  

合 計 約83ha   

 

 適用の除外 

 

 建築物又は建築物の部分で、最低限第１種又は最低限第２種の区域にあっては、次の⑴から⑸までの一

に該当するもの、最低限第３種の区域にあっては、⑴、⑵、⑹又は⑺の一に該当するものについて、前述

の制限は適用しない。 

 ⑴ 市長が公益上やむを得ない、又は、周囲の状況等により都市計画上支障がないと認め、建築審査会

  の同意を得て許可した建築物 

 ⑵ 玄関、出入口、ポーチその他これらに類するもの 

 ⑶ 前記の最低限度以上の高さに増築することを予定した基礎及び主要構造部を有する建築物 

 ⑷ 路線的形状で指定した区域においては、敷地と前面道路との境界線からの水平距離が９メートルを

  超える部分にある建築物又は建築物の部分 

 ⑸ 集団的形状で指定した区域においては、建築面積の２分の１未満に当たる建築物の部分 

 ⑹ 横浜市防災計画において延焼遮断帯路線として指定した道路の境界面に建築物（ひさしを除く。）

  を投影したとき、投影面上で高さ７メートルに満たない部分の水平長さの合計が建築物の水平長さ（

  建築物が区域の内外にわたる場合は、区域外の建築物の水平長さを含むことができる。）の２分の１

  未満である場合の当該部分 

 ⑺ 建築基準法第３条第２項の規定により同法第58条の規定の適用を受けない建築物で、建築基準法施
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  行令第 137条の７第１号及び第２号に定める範囲内において増築若しくは改築を行うもの又は大規模

  の修繕若しくは大規模の模様替を行うもの 

 「 位 置 及 び 区 域 は 、 計 画 図 表 示 の と お り 」 （ 計 画 図 は 省 略 ）  



                     横 浜 市 報  定期第 780 号 平成22年９月３日 

21 

横 浜 市 告 示 第  405 号  

   横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 防 火 地 域 及 び 準 防 火 地 域 の 変 更  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 21 条 第 ２ 項 に お い て 準 用

す る 同 法 第 19 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 防 火

地 域 及 び 準 防 火 地 域 を 次 の と お り 変 更 し た 。  

 そ の 関 係 図 書 は 、 横 浜 市 建 築 局 企 画 部 都 市 計 画 課 に お い て 一 般 の

縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 防 火 地 域 及 び 準 防 火 地 域 を 次 の よ う に 変 更

す る 。

  種  類    面  積       備  考  

防 火 地 域   約   1,509  ha   

準 防 火 地 域   約  18,372  ha   

 「 位 置 及 び 区 域 は 、 計 画 図 表 示 の と お り 」 （ 計 画 図 は 省 略 ）  
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横 浜 市 告 示 第  406 号  

   横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 緑 化 地 域 の 変 更  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 21 条 第 ２ 項 に お い て 準 用

す る 同 法 第 19 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 緑 化

地 域 を 次 の と お り 変 更 し た 。  

 そ の 関 係 図 書 は 、 横 浜 市 建 築 局 企 画 部 都 市 計 画 課 に お い て 一 般 の

縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 緑 化 地 域 を 次 の よ う に 変 更 す る 。

  面  積  緑 化 率 の 最 低 限 度     備  考  

 約  24,486  ha    １ ／ 10   

 「 位 置 及 び 区 域 は 、 計 画 図 表 示 の と お り 」 （ 計 画 図 は 省 略 ）  
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横 浜 市 告 示 第  407 号  

   横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 道 路 の 変 更  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 21 条 第 ２ 項 に お い て 準 用

す る 同 法 第 19 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 道 路

を 次 の と お り 変 更 し た 。  

 そ の 関 係 図 書 は 、 横 浜 市 建 築 局 企 画 部 都 市 計 画 課 に お い て 一 般 の

縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 道 路 中 ９ ・ ７ ・ １ 号 金 沢 シ ー サ イ ド ラ イ ン

を 次 の よ う に 変 更 す る 。  

名 称 位 置 区 域 構 造 

種
別 番号 路線名 起点 終点 主な経過地 延 長 

構造

形式
幅員

地表式の区間におけ

る鉄道等との交差の

構造 

備 考 

磯子区新杉

田町 

金沢区瀬戸 磯子区杉田

五丁目 

約10,900ｍ  ７ｍ  

  金沢区幸浦

一丁目 

    

９･７･

１ 

金沢シ

ーサイ

ドライ

ン 

  金沢区平潟

町 

    

路線の幅員

７～25ｍ 

都市モノレ

ール専用道

磯子区新杉

田町 

金沢区幸浦

一丁目 

 約2,430ｍ

 

嵩上式 ７ｍ  

金沢区幸浦

一丁目 

金沢区瀬戸  約7,740ｍ

 

嵩上式 ７ｍ  

特 

殊 

街 

路 

構造形式の内訳 

   約  730ｍ 地表式 ７ｍ  

 

 「 区 域 及 び 構 造 は 、 計 画 図 表 示 の と お り 」 （ 計 画 図 は 省 略 ）  
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横 浜 市 告 示 第  408 号  

   横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 都 市 高 速 鉄 道 の 変 更  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 21 条 第 ２ 項 に お い て 準 用

す る 同 法 第 19 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 都 市

高 速 鉄 道 を 次 の と お り 変 更 し た 。  

 そ の 関 係 図 書 は 、 横 浜 市 建 築 局 企 画 部 都 市 計 画 課 に お い て 一 般 の

縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 都 市 高 速 鉄 道 中 第 １ 号 市 営 地 下 鉄 １ 号 線 他

２ 路 線 を 次 の よ う に 変 更 す る 。  

名 称 位     置 区 域 構   造 

番
号

路線名 起 点 終 点 
主 な 

経過地 
延 長 

構 造

形 式

地表式の区間における幹線

街路等との交差の構造 

備 考

市営地下鉄

１号線 

泉区下飯

田町 

中区尾上

町 

泉区中田

東一丁目
 
戸塚区戸

塚町 
 
港南区丸

山台一丁

目 
 
南区吉野

町 
 
中区長者

町 

約18,740ｍ   

泉区下飯

田町 

泉区和泉

町 

 約 620ｍ 掘割式  

泉区和泉

町 

港南区上

永谷五丁

目 

 約7,520ｍ 地下式  

港南区上

永谷五丁

目 

港南区野

庭町 

 約 800ｍ 嵩上式  

港南区野

庭町 

中区尾上

町 

 約8,420ｍ 地下式  

   約1,380ｍ 地表式 幹線街路と立体交差１箇所

１ 

内 訳 

なお、泉区中田西一丁目及び中田北一丁目地内に立場駅を 

    泉区中田東三丁目及び中田南三丁目地内に中田駅を 

    泉区中田東一丁目及び中田南一丁目並びに戸塚区矢部町地内に踊場駅を 

    戸塚区戸塚町地内に戸塚駅を 

    戸塚区舞岡町地内に舞岡駅を 

    港南区丸山台一丁目地内に上永谷駅を 

    港南区港南中央通地内に港南中央駅を 

    港南区上大岡西一丁目に上大岡駅を 

    南区大岡二丁目及び通町地内に弘明寺駅を 

    南区宮元町地内に蒔田駅を 

    南区吉野町地内に吉野町駅を 

    南区高根町及び中区弥生町地内に阪東橋駅を 

    中区長者町、山吹町及び万代町地内に伊勢佐木長者町駅を 

    港南区野庭町地内に上永谷車両基地を設ける。 

また、引込線（起点港南区野庭町、終点港南区野庭町、地表式）を設ける。 

線路 

線数２

一部４
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市営地下鉄

３号線 

青葉区あ

ざみ野一

丁目 

中区尾上

町 

都筑区茅

ケ崎中央
 
港北区新

横浜二丁

目 
 
神奈川区

片倉三丁

目 
 
西区南幸

一丁目 

約20,910ｍ   

青葉区あ

ざみ野一

丁目 

青葉区荏

田町 

 約 910ｍ 地下式

 

都筑区中

川二丁目 

都筑区牛

久保西三

丁目 

 

 

約1,050ｍ 地下式

 

都筑区牛

久保西二

丁目 

都筑区中

川中央一

丁目 

 約 670ｍ 地下式

 

都筑区中

川中央一

丁目 

都筑区茅

ケ崎中央 

 約1,050ｍ 嵩上式

 

都筑区茅

ケ崎中央 

都筑区茅

ケ崎南四

丁目 

 約 740ｍ 地下式

 

都筑区茅

ケ崎南三

丁目 

都筑区仲

町台二丁

目 

 約1,280ｍ 嵩上式

 

都筑区仲

町台三丁

目 

港北区新

羽町 

 約 980ｍ 地下式

 

港北区新

羽町 

港北区新

羽町 

 約1,340ｍ 嵩上式
 

港北区新

羽町 

中区尾上

町 

 約11,050ｍ 地下式
 

   約1,840ｍ 地表式 幹線街路と立体交差３箇所

２ 

内 訳 

なお、青葉区あざみ野二丁目地内にあざみ野駅を 

    都筑区中川一丁目地内に中川駅を 

    都筑区中川中央一丁目地内にセンター北駅を 

    都筑区茅ケ崎中央地内にセンター南駅を 

    都筑区仲町台一丁目地内に仲町台駅を 

    港北区新羽町地内に新羽駅を 

    港北区北新横浜一丁目地内に北新横浜駅を 

    港北区新横浜二丁目地内に新横浜駅を 

    港北区岸根町及び篠原町地内に岸根公園駅を 

    神奈川区片倉三丁目地内に片倉町駅を 

    神奈川区三ツ沢上町地内に三ツ沢上町駅を 

    神奈川区三ツ沢下町地内に三ツ沢下町駅を 

    西区南幸一丁目地内に横浜駅を 

    西区桜木町地内に高島町駅を 

    中区桜木町地内に桜木町駅を 

    中区尾上町地内に関内駅を 

    港北区北新横浜一丁目地内に新羽車両基地を設ける。 

また、引込線（起点港北区新羽町、終点港北区北新横浜一丁目、嵩上式）を設ける

。 

線路 

線数２

一部３
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市営地下鉄 

４号線 

港北区日

吉四丁目 

緑区中山

町 

港北区高

田東三丁

目 
 
都筑区茅

ケ崎中央
 
緑区青砥

町 

約13,120ｍ   

港北区日

吉四丁目 

都筑区中

川中央一

丁目 

 約7,240ｍ 地下式  

都筑区中

川中央一

丁目 

都筑区茅

ケ崎中央 

 約1,120ｍ 嵩上式  

都筑区茅

ケ崎中央 

都筑区高

山 

 約1,670ｍ 地下式  

都筑区富

士見が丘 

都筑区川

和町 

 約 560ｍ 地下式  

都筑区川

和町 

都筑区川

和町 

 約 540ｍ 嵩上式  

緑区 

北八朔町 

緑区中山

町 

 約1,260ｍ 地下式  

   約 730ｍ 地表式 幹線街路と立体交差１箇所

５ 

内 訳 

なお、港北区日吉二丁目及び日吉四丁目地内に日吉駅を 

    港北区日吉本町五丁目地内に日吉本町駅を 

    港北区高田東三丁目地内に高田駅を 

    都筑区東山田町地内に東山田駅を 

    都筑区北山田一丁目地内に北山田駅を 

    都筑区中川中央一丁目地内にセンター北駅を 

    都筑区茅ケ崎中央地内にセンター南駅を 

    都筑区葛が谷及び高山地内に都筑ふれあいの丘駅を 

    都筑区川和町地内に川和町駅を 

    緑区中山町地内に中山駅を 

    都筑区川和町地内に川和車両基地を設ける。 

また、引込線（起点都筑区川和町、終点都筑区川和町、地表式）を設ける。 

線路 

線数２

一部３

一部４

 「 区 域 及 び 構 造 は 、 計 画 図 表 示 の と お り 」 （ 計 画 図 は 省 略 ）  
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横 浜 市 告 示 第  409 号  

   横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 都 市 高 速 鉄 道 の 変 更  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 21 条 第 ２ 項 に お い て 準 用

す る 同 法 第 19 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 都 市

高 速 鉄 道 を 次 の と お り 変 更 し た 。  

 そ の 関 係 図 書 は 、 横 浜 市 建 築 局 企 画 部 都 市 計 画 課 に お い て 一 般 の

縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 横 浜 国 際 港 都 建 設 計 画 都 市 高 速 鉄 道 中 第 ３ 号 金 沢 シ ー サ イ ド ラ イ

ン を 次 の よ う に 変 更 す る 。  

名 称 位 置 区 域 構 造 

番
号 

路線名 起 点 終 点 主な経過地 延 長 

構造

形式

地表式の区間におけ

る鉄道等との交差の

構造 

備 考

磯子区新杉田町 金沢区瀬戸 磯子区杉田五丁

目 

約 10,900ｍ   

  金沢区幸浦一丁

目 

  

金沢シ

ーサイ

ドライ

ン 

  金沢区平潟町   

線路 

線数２

一部３

磯子区新杉田町 金沢区幸浦一丁

目 

 約 2,430ｍ 嵩上式  

金沢区幸浦一丁

目 

金沢区瀬戸  約 7,740ｍ 嵩上式  

   約 730ｍ 地表式  

 

３ 
内訳 

なお、磯子区新杉田町地内に新杉田駅を 

   金沢区鳥浜町地内に南部市場駅を 

   金沢区幸浦一丁目地内に鳥浜駅を 

   金沢区幸浦一丁目地内に並木北駅を 

   金沢区幸浦二丁目地内に並木中央駅を 

   金沢区幸浦二丁目地内に幸浦駅を 

   金沢区福浦一丁目地内に産業振興センター駅を 

   金沢区福浦二丁目地内に福浦駅を 

   金沢区福浦三丁目地内に市大医学部駅を 

   金沢区海の公園地内に八景島駅を 

   金沢区海の公園地内に海の公園柴口駅を 

   金沢区海の公園地内に海の公園南口駅を 

   金沢区平潟町地先に野島公園駅を 

   金沢区瀬戸地内に金沢八景駅を 

   金沢区幸浦二丁目地内に並木中央車両基地を設ける。 

また、引込線（起点金沢区幸浦二丁目、終点金沢区幸浦二丁目、地表式）を設ける。 

 

 「 区 域 及 び 構 造 は 、 計 画 図 表 示 の と お り 」 （ 計 画 図 は 省 略 ）  
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公 告  

 

横 浜 市 公 告 第  587 号 （ 平 成 22 年 ８ 月 25 日 掲 示 済 ）  

   建 築 基 準 法 に 基 づ く 措 置 命 令  

 次 の 建 築 物 は 、 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 ６ 条 、 第

20 条 、 第 52 条 、 第 53 条 、 第 56 条 、 第 56 条 の ２ 及 び 第 58 条 の 規 定 に 違

反 し て い る の で 、 同 法 第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 措 置 を と

る こ と を 命 じ た 。  

   平 成 22 年 ８ 月 25 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子   

１  措 置 の 内 容  

  是 正 措 置  

２  建 築 物 の 所 在 地  

  港 南 区 日 野 四 丁 目  779 番 の ８  

３  建 築 物 の 構 造 等  

  構 造  鉄 骨 造  

  階 数  地 上 ４ 階 建 て  

  用 途  一 戸 建 て の 住 宅  

４  被 命 令 者 の 住 所 及 び 氏 名  

  新 潟 県 刈 羽 郡 刈 羽 村 大 字 上 高 町 甲 ９ 番 地 の １  

  太  田  昌  孝  
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横 浜 市 公 告 第  588 号  

   職 員 の 懲 戒 処 分  

 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  261 号 ） 第 29 条 第 １ 項 第 １ 号 及 び

第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、 次 の 者 を 平 成 22 年 ８ 月 30 日 懲 戒 処 分 に 付 し た

。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 所 属 又 は 補 職   職 名    氏  名   処 分 の 内 容  

資 源 循 環 局 家 庭 系

対 策 部 車 両 課 整 備

係  

技 能 職 員 佐 々 木  浩  一 減 給 （ 平 均 賃 金

の １ 日 分 の 半 額

）  

 

 



                     横 浜 市 報  定期第 780 号 平成22年９月３日 

30 

横 浜 市 公 告 第  589 号  

   特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 に 基 づ く 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 設  

   立 の 認 証 の 申 請  

 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 （ 平 成 10 年 法 律 第 ７ 号 ） 第 10 条 第 １ 項 の 規

定 に 基 づ き 、 次 の と お り 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 設 立 の 認 証 の 申 請 が

あ っ た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

申 請 年 月

日  

特 定 非 営

利 活 動 法

人 の 名 称  

代 表 者 の 氏 名  主 た る 事 務

所 の 所 在 地  

定 款 に 記 載 さ

れ た 目 的  

平 成 22 年

８ 月 20 日  

特 定 非 営

利 活 動 法

人 ネ ク サ

ス  

三  田    信 港 南 区 日 野

中 央 三 丁 目

９ 番 １ － 70  

1 号  

ひ と り 親 や 障

が い 者 お よ び

高 齢 者 等 に 対

し て 、 情 報 通

信 技 術 を 活 用

し た 在 宅 就 労

に 関 す る 事 業

を 行 い 、 そ れ

ら の 人 々 の 自

立 支 援 、 社 会

参 加 お よ び 社

会 貢 献 の 機 会

創 出 に 寄 与 す

る こ と 。  
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横 浜 市 公 告 第  590 号  

   環 境 影 響 評 価 方 法 書 の 縦 覧  

 横 浜 市 環 境 影 響 評 価 条 例 （ 平 成 10 年 10 月 横 浜 市 条 例 第 41 号 。 以 下

「 条 例 」 と い う 。 ） 第 ８ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 （ 仮 称 ） 横 浜 駅 西 口 駅

ビ ル 計 画 環 境 影 響 評 価 方 法 書 （ 以 下 「 方 法 書 」 と い う 。 ） の 提 出 が

あ っ た の で 、 条 例 第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 方 法 書 の 写 し を 次

の と お り 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

 方 法 書 に つ い て 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 有 す る 者 は 、 条 例

第 11 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 縦 覧 期 間 内 に 、 横 浜 市 長 に 対 し 、 意

見 書 を 提 出 す る こ と が で き る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  事 業 者 の 氏 名 及 び 住 所  

  東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社  

   代 表 取 締 役 社 長  清  野    智  

  東 京 都 渋 谷 区 代 々 木 ２ 丁 目 ２ 番 ２ 号  

  東 京 急 行 電 鉄 株 式 会 社  

   取 締 役 社 長  越  村  敏  昭  

  東 京 都 渋 谷 区 南 平 台 町 ５ 番 ６ 号  

２  対 象 事 業 の 名 称  

  （ 仮 称 ） 横 浜 駅 西 口 駅 ビ ル 計 画  

３  対 象 事 業 が 実 施 さ れ る べ き 区 域  

  西 区 南 幸 一 丁 目 １ 番 １ 号 ほ か  

４  縦 覧 場 所  

  中 区 港 町 １ 丁 目 １ 番 地  

  横 浜 市 環 境 創 造 局 企 画 部 環 境 影 響 評 価 課  

  神 奈 川 区 広 台 太 田 町 ３ 番 地 の ８  

  横 浜 市 神 奈 川 区 役 所 総 務 部 区 政 推 進 課  

  西 区 中 央 一 丁 目 ５ 番 10 号  

  横 浜 市 西 区 役 所 総 務 部 区 政 推 進 課  

５  縦 覧 期 間  

  平 成 22 年 ９ 月 ３ 日 か ら 平 成 22 年 10 月 18 日 ま で  
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横 浜 市 公 告 第  591 号  

   公 園 の 設 置  

 都 市 公 園 法 （ 昭 和 31 年 法 律 第 79 号 ） 第 ２ 条 の ２ の 規 定 に 基 づ き 、

次 の と お り 公 園 を 設 置 す る 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 環 境 創 造 局 施 設 管 理 部 公 園 緑 地 管 理 課 に

お い て 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

公 園 の 名 称    位  置  区  域 面   積 主 な 公 園

施 設  

供 用 開 始

の 期 日  

中 和 田 村 役

場 跡 地 公 園  

泉 区 和 泉 町 3,69

4 番  

別 図 の

と お り

 259 ㎡ パ ー ゴ ラ

、 ベ ン チ  

平 成 22 年

９ 月 ３ 日

 別 図 （ 省 略 ）  
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横 浜 市 公 告 第  592 号  

   排 水 設 備 指 定 工 事 店 の 指 定  

 横 浜 市 排 水 設 備 指 定 工 事 店 規 則 （ 平 成 11 年 １ 月 横 浜 市 規 則 第 １ 号  

） に 規 定 す る 排 水 設 備 指 定 工 事 店 と し て 、 次 の と お り 指 定 し た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  排 水 設 備 指 定 工 事 店  

指 定  

番 号  

  名  称   代 表 者 氏 名    営 業 所 所 在 地  

30370  依 田 設 備  依  田  博  樹 神 奈 川 区 三 枚 町  581 番

地 の １  

30371  株 式 会 社 奥 村 商

会  

奥  村    繁 西 区 平 沼 二 丁 目 ６ 番 ８

号  

11523  有 限 会 社 は る み

建 設  

春  原  富  裕 中 区 簑 沢 13 番 地 の 80  

30372  株 式 会 社 カ ク タ

プ ラ ン ニ ン グ  

角  田  英  博 旭 区 矢 指 町  1,935 番 地

の ３  

11524  株 式 会 社 テ ィ ー

エ ム コ ー ポ レ ー

シ ョ ン  

宮  嶋  貴  博 磯 子 区 洋 光 台 五 丁 目 ９

番 ３ 号  

30373  有 限 会 社 十 和 田

管 工  

中 野 渡  隆  一 青 葉 区 鉄 町  1,900 番 地

11525  株 式 会 社 イ ー ス

ト  

小  池  秀  明 戸 塚 区 平 戸 町  491 番 地

の ４  

11526  株 式 会 社 大 五 建

設  

小  山  健  治 綾 瀬 市 早 川  1,345 番 地

の 38  

30374  豊 建 設 株 式 会 社  渡  辺  宇 之 助 伊 勢 原 市 東 富 岡  959 番

地 の 10  

30375  株 式 会 社 ニ ッ シ

ョ ウ  

濵  田  里  美 川 崎 市 宮 前 区 野 川 1,04

4 番 地  

11527  菊 永 建 設 株 式 会

社  

菊  永  千  博 相 模 原 市 南 区 麻 溝 台 ４

丁 目 ６ 番 32 号  

30376  太 智 工 業  安  室  雄  智 藤 沢 市 葛 原  1,088 番 地

の ８  

30377  有 限 会 社 中 村 商

会  

中  村  京  子 大 和 市 福 田  3,360 番 地

の 20  

30378  有 限 会 社 石 井 設

備 工 業  

石  井  榮  一 横 須 賀 市 長 井 １ 丁 目 26

番 ８ 号  

２  指 定 年 月 日  

  平 成 22 年 ９ 月 １ 日  
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横 浜 市 公 告 第  593 号  

   総 合 的 設 計 に よ る 同 一 敷 地 内 建 築 物 の 認 定 に 係 る 一 団 地  

   内 に お け る 同 一 敷 地 内 建 築 物 以 外 の 建 築 物 の 認 定  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 86 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に

基 づ き 、 総 合 的 設 計 に よ る 同 一 敷 地 内 建 築 物 の 認 定 に 係 る 一 団 地 内

に お け る 同 一 敷 地 内 建 築 物 以 外 の 建 築 物 の 位 置 及 び 構 造 を 次 の と お

り 認 定 し た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

認 定 年 月

日  

認 定 番 号    一 団 地     申 請 者  

平 成 22 年

８ 月 24 日  

第  482 号  磯 子 区 洋 光 台 五

丁 目 ６ 番 の １ ほ

か  

洋 光 台 南 第 二 住 宅 管 理

組 合  

理 事 長  

 栗  林  顕  治  
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横 浜 市 公 告 第  594 号  

   開 発 行 為 に 関 す る 工 事 の 完 了  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 36 条 第 １ 項 に 規 定 す る 次

の 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 が 完 了 し た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  開 発 許 可 年 月 日 及 び 許 可 番 号  

  平 成 20 年 ４ 月 10 日 第 19 開  832 号  

２  開 発 許 可 を 受 け た 者 の 住 所 及 び 氏 名  

  鶴 見 区 鶴 見 中 央 四 丁 目 33 番 １ 号  

  ナ イ ス 株 式 会 社  

   代 表 取 締 役  平  田  恒 一 郎  

３  開 発 区 域 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称  

  旭 区 本 宿 町  118 番 の ５ 、  118 番 の ６ 、  118 番 の 11 、  118 番 の 14

及 び  118 番 の 17 か ら  118 番 の 19 ま で  
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横 浜 市 公 告 第  595 号  

   開 発 行 為 に 関 す る 工 事 の 完 了  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 36 条 第 １ 項 に 規 定 す る 次

の 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 が 完 了 し た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  開 発 許 可 年 月 日 及 び 許 可 番 号  

  平 成 21 年 ２ 月 ５ 日 第 20 開 1006 号  

２  開 発 許 可 を 受 け た 者 の 住 所 及 び 氏 名  

  藤 沢 市 鵠 沼 石 上 ２ 丁 目 ５ 番 １ 号  

  富 士 城 ホ ー ム 株 式 会 社  

   代 表 取 締 役  柳  沢  正  男  

３  開 発 区 域 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称  

  金 沢 区 釜 利 谷 東 六 丁 目  745 番 の １ 、  752 番 の 14 及 び  867 番 の ６  

 の 各 一 部 、  875 番 の ６ 、  875 番 の 44 の 一 部 並 び に  875 番 の 52 か ら  

  875 番 の 54 ま で  
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横 浜 市 公 告 第  596 号  

   開 発 行 為 に 関 す る 工 事 の 完 了  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 36 条 第 １ 項 に 規 定 す る 次

の 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 が 完 了 し た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  開 発 許 可 年 月 日 及 び 許 可 番 号  

  平 成 21 年 11 月 19 日 第 21 開 1308 号  

２  開 発 許 可 を 受 け た 者 の 住 所 及 び 氏 名  

  磯 子 区 洋 光 台 六 丁 目 31 番 ８ 号  

  共 同 エ ー ジ ェ ン シ ー 株 式 会 社  

   代 表 取 締 役  石  井  政  治  

３  開 発 区 域 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称  

  戸 塚 区 戸 塚 町  2,153 番 の ２ 、  2,153 番 の 13 の 一 部 、  2,153 番 の

20 か ら  2,153 番 の 28 ま で 、  2,154 番 の ７ の 一 部 、  2,154 番 の ８ の

一 部 、  2,154 番 の ９ の 一 部 、  2,154 番 の 10 の 一 部 、  2,154 番 の 11

の 一 部 及 び  2,154 番 の 12 の 一 部  
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横 浜 市 公 告 第  597 号  

   開 発 行 為 に 関 す る 工 事 の 完 了  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 36 条 第 １ 項 に 規 定 す る 次

の 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 が 完 了 し た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  開 発 許 可 年 月 日 及 び 許 可 番 号  

  平 成 22 年 ５ 月 24 日 第 22 開 1304 号  

２  開 発 許 可 を 受 け た 者 の 住 所 及 び 氏 名  

  戸 塚 区 品 濃 町  277 番 地  

  長 谷 川  昭  一  

３  開 発 区 域 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称  

  戸 塚 区 品 濃 町  251 番 の １ 、  251 番 の ５ の 一 部 、  251 番 の ７ 、 27  

 1 番 の １ 、  271 番 の ４ 、  278 番 の １ 、  278 番 の ３ 、  279 番 の ２ 及

び  280 番 の ３ の 一 部  
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横 浜 市 公 告 第  598 号  

   開 発 行 為 に 関 す る 工 事 の 完 了  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 36 条 第 １ 項 に 規 定 す る 次

の 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 が 完 了 し た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  開 発 許 可 年 月 日 及 び 許 可 番 号  

  平 成 22 年 ６ 月 24 日 第 22 開 1307 号  

２  開 発 許 可 を 受 け た 者 の 住 所 及 び 氏 名  

  東 京 都 西 東 京 市 芝 久 保 町 ４ 丁 目 26 番 ３ 号  

  株 式 会 社 東 栄 住 宅  

   代 表 取 締 役  西  野    弘  

３  開 発 区 域 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称  

  戸 塚 区 矢 部 町  997 番 の １ か ら  997 番 の ６ ま で  
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横 浜 市 公 告 第  599 号  

   開 発 行 為 に 関 す る 工 事 の 完 了  

 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 36 条 第 １ 項 に 規 定 す る 次

の 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 が 完 了 し た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  開 発 許 可 年 月 日 及 び 許 可 番 号  

  平 成 22 年 ７ 月 ２ 日 第 22 開 1603 号  

２  開 発 許 可 を 受 け た 者 の 住 所 及 び 氏 名  

  東 京 都 港 区 虎 ノ 門 ２ 丁 目 ２ 番 ５ 号  

  株 式 会 社 ケ イ ミ ッ ク ス  

   代 表 取 締 役  橋  本  有  康  

３  開 発 区 域 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称  

  泉 区 西 が 岡 二 丁 目 ４ 番 の ２  
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横 浜 市 公 告 第  600 号  

   建 築 基 準 法 に 基 づ く 道 路 の 位 置 の 指 定  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定

に 基 づ き 、 次 の と お り 道 路 の 位 置 を 指 定 し た 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 建 築 局 情 報 相 談 部 情 報 相 談 課 に お い て 一

般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  指 定 番 号  

  第 22 ・ １ ・ ４ 号  

２  指 定 年 月 日  

  平 成 22 年 ８ 月 20 日  

３  道 路 の 幅 員  

  5.00 ｍ  

４  道 路 の 延 長  

   24.96 ｍ  

５  指 定 の 場 所  

  鶴 見 区 江 ケ 崎 町  281 番 の 10  

６  申 請 者 の 氏 名  

  鴨 志 田  正  晴  
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横 浜 市 公 告 第  601 号  

   建 築 基 準 法 に 基 づ く 道 路 の 位 置 の 指 定  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定

に 基 づ き 、 次 の と お り 道 路 の 位 置 を 指 定 し た 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 建 築 局 情 報 相 談 部 情 報 相 談 課 に お い て 一

般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  指 定 番 号  

  第 22 ・ ２ ・ ３ 号  

２  指 定 年 月 日  

  平 成 22 年 ８ 月 25 日  

３  道 路 の 幅 員  

  4.52 ｍ  

４  道 路 の 延 長  

   10.73 ｍ  

５  指 定 の 場 所  

  神 奈 川 区 三 ツ 沢 中 町 15 番 の 10  

６  申 請 者 の 氏 名  

  株 式 会 社 あ さ ひ ハ ウ ジ ン グ セ ン タ ー  

   代 表 取 締 役  高  村  明  彦  
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横 浜 市 公 告 第  602 号  

   建 築 基 準 法 に 基 づ く 道 路 の 位 置 の 指 定  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定

に 基 づ き 、 次 の と お り 道 路 の 位 置 を 指 定 し た 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 建 築 局 情 報 相 談 部 情 報 相 談 課 に お い て 一

般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子   

１  指 定 番 号  

  第 22 ・ 11 ・ 11 号  

２  指 定 年 月 日  

  平 成 22 年 ８ 月 19 日  

３  道 路 の 幅 員  

  5.00 ｍ  

４  道 路 の 延 長  

   17.03 ｍ  

５  指 定 の 場 所  

  港 北 区 篠 原 町  3,207 番 の 13 及 び  3,207 番 の 15 の 各 一 部 、  3,207  

 番 の 17 、  3,207 番 の 20 の 一 部 、  3,207 番 の 23 並 び に  3,207 番 の 26  

 か ら  3,207 番 の 30 ま で  

６  申 請 者 の 氏 名  

  福  田  貞  夫  
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横 浜 市 公 告 第  603 号  

   建 築 基 準 法 に 基 づ く 道 路 の 位 置 の 指 定  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定

に 基 づ き 、 次 の と お り 道 路 の 位 置 を 指 定 し た 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 建 築 局 情 報 相 談 部 情 報 相 談 課 に お い て 一

般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子   

１  指 定 番 号  

  第 22 ・ 11 ・ 13 号  

２  指 定 年 月 日  

  平 成 22 年 ８ 月 24 日  

３  道 路 の 幅 員  

  4.50 ｍ  

４  道 路 の 延 長  

   17.58 ｍ  

５  指 定 の 場 所  

  港 北 区 小 机 町  1,321 番 の ８  

６  申 請 者 の 氏 名  

  有 限 会 社 住 総 ハ ウ ジ ン グ  

   代 表 取 締 役  平  本  英  樹  
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横 浜 市 公 告 第  604 号  

   建 築 基 準 法 に 基 づ く 道 路 の 位 置 の 指 定  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定

に 基 づ き 、 次 の と お り 道 路 の 位 置 を 指 定 し た 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 建 築 局 情 報 相 談 部 情 報 相 談 課 に お い て 一

般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  指 定 番 号  

  第 22 ・ 12 ・ ２ 号  

２  指 定 年 月 日  

  平 成 22 年 ８ 月 20 日  

３  道 路 の 幅 員  

  4.50 ｍ  

４  道 路 の 延 長  

   30.88 ｍ  

５  指 定 の 場 所  

  緑 区 鴨 居 三 丁 目  768 番 の ３ 、  768 番 の ４ 、  769 番 の ６ か ら  769  

 番 の ８ ま で 及 び  2,695 番 の  181 の 一 部  

６  申 請 者 の 氏 名  

  柳  下  二 三 雄  
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横 浜 市 公 告 第  605 号  

   建 築 基 準 法 に 基 づ く 指 定 道 路 の 一 部 廃 止  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定

に 基 づ く 指 定 道 路 の 一 部 を 、 次 の と お り 廃 止 し た 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 建 築 局 情 報 相 談 部 情 報 相 談 課 に お い て 一

般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  一 部 廃 止 す る 道 路 の 指 定 番 号  

  第 18 ・ 11 ・ ６ 号  

２  廃 止 年 月 日  

  平 成 22 年 ８ 月 24 日  

３  廃 止 部 分 の 道 路 の 幅 員  

  4.50 ｍ  

４  廃 止 部 分 の 道 路 の 延 長  

  5.00 ｍ  

５  廃 止 の 場 所  

  港 北 区 篠 原 町  3,207 番 の 18 及 び  3,207 番 の 29  
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横 浜 市 公 告 第  606 号  

   建 築 基 準 法 に 基 づ く 指 定 道 路 の 一 部 廃 止  

 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定

に 基 づ く 指 定 道 路 の 一 部 を 、 次 の と お り 廃 止 し た 。  

 そ の 関 係 図 面 は 、 横 浜 市 建 築 局 情 報 相 談 部 情 報 相 談 課 に お い て 一

般 の 縦 覧 に 供 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  一 部 廃 止 す る 道 路 の 指 定 番 号  

  第 22 ・ 11 ・ 10 号  

２  廃 止 年 月 日  

  平 成 22 年 ８ 月 24 日  

３  廃 止 部 分 の 道 路 の 幅 員  

  5.50 ｍ  

４  廃 止 部 分 の 道 路 の 延 長  

  5.00 ｍ  

５  廃 止 の 場 所  

  港 北 区 日 吉 六 丁 目  2,179 番 の ３  
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達  

 

達 第 44 号  

                         庁 中 一 般  

 横 浜 市 保 健 所 長 委 任 事 務 に 関 す る 決 裁 規 程 （ 平 成 19 年 ３ 月 達 第 13

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 別 表  ２  福 祉 保 健 セ ン タ ー （ 神 奈 川 、 西 、 中 、 都 筑 、 栄 、 泉 及

び 瀬 谷 以 外 ） の 表 生 活 衛 生 課 の 部 事 案 の 欄 、 同 表  ３  福 祉 保 健 セ

ン タ ー （ 神 奈 川 、 中 、 都 筑 及 び 瀬 谷 ） の 表 生 活 衛 生 課 の 部 事 案 の 欄

及 び 同 表  ４  福 祉 保 健 セ ン タ ー （ 西 、 栄 及 び 泉 ） の 表 生 活 衛 生 課

の 部 事 案 の 欄 中  

「  

神 奈 川 県

ふ ぐ 取 扱

及 び 販 売

条 例 に 関

す る 事 務  

 

 

 を      

      」  

「  

神 奈 川 県

ふ ぐ 取 扱

い 及 び 販

売 条 例 に

関 す る 事

務  

 に 改 め る 。  

      」  

   附  則  

 こ の 達 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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達 第 45 号  

                         庁 中 一 般  

 横 浜 市 危 機 管 理 推 進 会 議 設 置 規 程 （ 平 成 ９ 年 ３ 月 達 第 ２ 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 第 ７ 条 第 ４ 項 中 「 消 防 局 危 機 管 理 室 長 」 を 「 消 防 局 危 機 管 理 担 当

理 事 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 達 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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区 告 示  

 

金 沢 区 告 示 第 10 号 （ 平 成 22 年 ８ 月 17 日 掲 示 済 ）  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 平 潟 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た 。  

   平 成 22 年 ８ 月 17 日  

              横 浜 市 金 沢 区 長  橋  本  康  正  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名

及 び 住 所  

粟  屋    隆  

金 沢 区 平 潟 町 ９ 番 32 号

石  塚  一  郎  

金 沢 区 平 潟 町 ４ 番 10 号
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泉 区 告 示 第 20 号 （ 平 成 22 年 ８ 月 25 日 掲 示 済 ）  

   地 縁 に よ る 団 体 の 認 可  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 １ 項 に 規 定 す

る 地 縁 に よ る 団 体 と し て 、 次 の と お り 認 可 し た 。  

   平 成 22 年 ８ 月 25 日  

               横 浜 市 泉 区 長  藤  田  譲  治  

１  名 称  

  台 村 自 治 会  

２  規 約 に 定 め る 目 的  

  民 主 主 義 の 精 神 に 基 づ き 会 員 の 共 同 生 活 を 通 じ 、 会 員 相 互 の 親

睦 と 福 祉 を 増 進 し 、 地 域 社 会 の 向 上 発 展 を 図 る こ と 。  

３  区 域  

  泉 区 上 飯 田 町  2,285 番 地 、  2,292 番 地 、  2,293 番 地 、  2,295 番

地 、  2,300 番 地 、  2,301 番 地 、  2,306 番 地 、  2,307 番 地 、  2,309 

番 地 、  2,310 番 地 、  2,314 番 地 、  2,316 番 地 、  2,347 番 地 、 2,34  

 8 番 地 、  2,350 番 地 、  2,360 番 地 、  2,366 番 地 、  2,367 番 地 、 2,  

 371 番 地 、  2,372 番 地 、  2,376 番 地 か ら  2,380 番 地 ま で 、  2,382  

 番 地 、  2,383 番 地 、  2,390 番 地 、  2,393 番 地 、  2,398 番 地 、 2,40  

 0 番 地 か ら  2,406 番 地 ま で 、  2,409 番 地 、  2,410 番 地 、  2,427 番

地 、  2,429 番 地 、  2,653 番 地 、  2,655 番 地 、  2,656 番 地 、  2,658 

番 地 、  2,763 番 地 、  2,766 番 地 、  2,791 番 地 、  2,793 番 地 、 2,79  

 4 番 地 、  2,797 番 地 、  2,798 番 地 、  2,802 番 地 か ら  2,805 番 地 ま

で 、  2,807 番 地 、  2,808 番 地 、  2,811 番 地 、  2,818 番 地 か ら 2,82  

 1 番 地 ま で 、  2,823 番 地 、  2,824 番 地 、  2,826 番 地 、  2,827 番 地

、  2,832 番 地 、  2,836 番 地 、  2,851 番 地 、  2,853 番 地 、  2,856 番

地 、  2,880 番 地 か ら  2,883 番 地 ま で 、  2,886 番 地 、  2,894 番 地 、  

  2,931 番 地 、  2,948 番 地 及 び  2,954 番 地 の 区 域  

４  主 た る 事 務 所  

  代 表 者 の 自 宅 に 置 く 。  

５  代 表 者 の 氏 名 及 び 住 所  

  三  堀    寛  

  泉 区 上 飯 田 町  2,880 番 地  

６  裁 判 所 に よ る 代 表 者 の 職 務 執 行 停 止 の 有 無 並 び に 職 務 代 行 者 の

選 任 の 有 無  

  無  

７  代 理 人 の 有 無  

  無  

８  認 可 年 月 日  

  平 成 22 年 ８ 月 25 日  
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磯 子 区 告 示 第 43 号  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 杉 田 梅 林 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た

。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

              横 浜 市 磯 子 区 長  坂  本    連  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名

及 び 住 所  

栗  原  重  泰  

磯 子 区 杉 田 六 丁 目 39 番

18 号  

一  色    洋  

磯 子 区 杉 田 六 丁 目 13 番

17 号  
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青 葉 区 告 示 第 ４ 号  

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 あ ざ み 野 自 治 会 か ら 次 の と お り 地 縁 に よ る 団 体 の 認 可 の 告

示 事 項 を 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

              横 浜 市 青 葉 区 長  岡  田  輝  彦  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

代 表 者 の 氏 名  

及 び 住 所  

藤  田  孝  次  

青 葉 区 あ ざ み 野 二 丁 目

34 番 地 の １  

樽  野  雅  昭  

青 葉 区 あ ざ み 野 二 丁 目

34 番 地 の 12  
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栄 区 告 示 第 15 号   

   認 可 地 縁 団 体 の 告 示 事 項 の 変 更  

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第  260 条 の ２ 第 11 項 の 規 定 に

基 づ き 、 笠 間 田 立 町 内 会 か ら 次 の と お り 変 更 し た 旨 の 届 出 が あ っ た

。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

               横 浜 市 栄 区 長  光  田  清  隆  

変 更 し た 事 項    変  更  前    変  更  後  

区 域  栄 区 笠 間 三 丁 目 １ 番 １

号 、 １ 番 18 号 か ら １ 番

30 号 ま で 、 ２ 番 13 号 か

ら ２ 番 25 号 ま で 、 ３ 番

、 ４ 番 、 ５ 番 ３ 号 か ら

５ 番 ８ 号 ま で 、 ５ 番 24

号 、 ６ 番 25 号 、 ９ 番 ３

号 か ら ９ 番 24 号 ま で 、

20 番 か ら 27 番 ま で 、 30

番 １ 号 、 31 番 か ら 43 番

ま で 及 び 44 番 １ 号 並 び

に 笠 間 四 丁 目 ２ 番 か ら

９ 番 ま で の 区 域  

栄 区 笠 間 三 丁 目 １ 番 １

号 、 １ 番 18 号 か ら １ 番

30 号 ま で 、 ２ 番 13 号 か

ら ２ 番 25 号 ま で 、 ３ 番

、 ４ 番 、 ５ 番 ３ 号 か ら

５ 番 ８ 号 ま で 、 ５ 番 24

号 、 ６ 番 25 号 、 ９ 番 ３

号 か ら ９ 番 24 号 ま で 、

20 番 か ら 27 番 ま で 、 30

番 １ 号 及 び 31 番 か ら 43

番 ま で 並 び に 笠 間 四 丁

目 ２ 番 か ら ９ 番 ま で の

区 域  
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区 公 告  

 

青 葉 区 公 告 第 49 号 （ 平 成 22 年 ８ 月 24 日 掲 示 済 ）  

   土 地 収 用 法 に 基 づ く 裁 決 の 申 請 が あ っ た 旨 の 公 告  

 土 地 収 用 法 （ 昭 和 26 年 法 律 第  219 号 ） 第 45 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ

き 神 奈 川 県 収 用 委 員 会 か ら 通 知 が あ っ た の で 、 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に

基 づ き 、 次 の 土 地 に つ い て 裁 決 の 申 請 が あ っ た 旨 を 公 告 す る 。  

   平 成 22 年 ８ 月 24 日  

              横 浜 市 青 葉 区 長  岡  田  輝  彦  

１  裁 決 の 申 請 に 係 る 土 地 の 所 在 、 地 番 及 び 地 目  

   地  目         所  在       地 番  

 登 記 簿   現  況  

青 葉 区 下 谷 本 町  34 番 の ４  雑 種 地  雑 種 地  

２  公 告 期 間  

  平 成 22 年 ８ 月 24 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 ７ 日 ま で  
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瀬 谷 区 公 告 第 20 号 （ 平 成 22 年 ８ 月 25 日 掲 示 済 ）  

   自 動 車 臨 時 運 行 許 可 番 号 標 の 失 効  

 次 の 自 動 車 臨 時 運 行 許 可 番 号 標 は 、 失 効 し た の で 公 告 す る 。  

   平 成 22 年 ８ 月 25 日  

              横 浜 市 瀬 谷 区 長  外 ノ 池  浩  志  

自 動 車 臨 時 運 行

許 可 番 号 標  

 失 効 年 月 日  

横  

 34 － 99  

浜  

   横 浜  

平 成 20 年 12 月 29 日

横  

 59 － 83  

浜  

   横 浜  

平 成 20 年 ９ 月 23 日

横  

 23 － 65  

浜  

   横 浜  

平 成 21 年 １ 月 18 日
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鶴 見 区 公 告 第 98 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

              横 浜 市 鶴 見 区 長  植  田  孝  一  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 鶴 見 区 役 所

福 祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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神 奈 川 区 公 告 第 83 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

             横 浜 市 神 奈 川 区 長  岡  田  優  子  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 神 奈 川 区 役

所 福 祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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西 区 公 告 第 56 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

               横 浜 市 西 区 長  芳  賀  宏  江  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 西 区 役 所 福

祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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中 区 公 告 第 52 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

               横 浜 市 中 区 長  中  上    直  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 中 区 役 所 福

祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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南 区 公 告 第  106 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

               横 浜 市 南 区 長  青  井  恒  夫  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 南 区 役 所 福

祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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港 南 区 公 告 第 41 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

              横 浜 市 港 南 区 長  大  貫  一  幸  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 港 南 区 役 所

福 祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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保 土 ケ 谷 区 公 告 第 51 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

            横 浜 市 保 土 ケ 谷 区 長  岡  部    豊  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 保 土 ケ 谷 区

役 所 福 祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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旭 区 公 告 第 52 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

               横 浜 市 旭 区 長  萩  原    博  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 旭 区 役 所 福

祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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磯 子 区 公 告 第 ５ 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

              横 浜 市 磯 子 区 長  坂  本    連  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 磯 子 区 役 所

福 祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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金 沢 区 公 告 第 31 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

              横 浜 市 金 沢 区 長  橋  本  康  正  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 金 沢 区 役 所

福 祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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港 北 区 公 告 第 71 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

              横 浜 市 港 北 区 長  柏  崎    誠  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 港 北 区 役 所

福 祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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緑 区 公 告 第 49 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

               横 浜 市 緑 区 長  津  田  祐  孝  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 緑 区 役 所 福

祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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青 葉 区 公 告 第 51 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

              横 浜 市 青 葉 区 長  岡  田  輝  彦  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 青 葉 区 役 所

福 祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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都 筑 区 公 告 第 ２ 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

              横 浜 市 都 筑 区 長  吉  田  哲  夫  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 都 筑 区 役 所

福 祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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戸 塚 区 公 告 第 ９ 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

              横 浜 市 戸 塚 区 長  葛  西  光  春  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 戸 塚 区 役 所

福 祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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栄 区 公 告 第 13 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

               横 浜 市 栄 区 長  光  田  清  隆  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 栄 区 役 所 福

祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  

 

 

 



                     横 浜 市 報  定期第 780 号 平成22年９月３日 

73 

泉 区 公 告 第 18 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

               横 浜 市 泉 区 長  藤  田  譲  治  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 泉 区 役 所 福

祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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瀬 谷 区 公 告 第 12 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新  

 国 民 健 康 保 険 法 施 行 規 則 （ 昭 和 33 年 厚 生 省 令 第 53 号 ） 第 ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証

及 び 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と い

う 。 ） の 更 新 を 行 う 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

              横 浜 市 瀬 谷 区 長  外 ノ 池  浩  志  

１  更 新 の 時 期  

  平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で  

２  更 新 の 対 象  

  有 効 期 限 が 平 成 22 年 ９ 月 30 日 で あ る 被 保 険 者 証 を 更 新 の 対 象 と

す る 。  

３  更 新 の 方 法  

  新 被 保 険 者 証 を 平 成 22 年 ９ 月 ６ 日 か ら 平 成 22 年 ９ 月 30 日 ま で の

間 に 各 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 郵 送 し 、 又 は 瀬 谷 区 役 所

福 祉 保 健 セ ン タ ー 保 険 年 金 課 に お い て 交 付 す る 。  
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水 道 局  

 

水 道 局 告 示 第 ５ 号  

   一 般 競 争 入 札 及 び 指 名 競 争 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資  

   格 及 び そ の 審 査 申 請 の 手 続 （ 工 事 、 物 品 ・ 委 託 等 及 び 設  

   計 ・ 測 量 等 契 約 関 係 ）  

 平 成 23 年 ４ 月 １ 日 か ら 平 成 25 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 に お い て 、 横 浜

市 水 道 局 が 発 注 す る 調 達 契 約 に 関 し 、 一 般 競 争 入 札 及 び 指 名 競 争 入

札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 及 び そ の 審 査 申 請 の 手 続 に つ い て は 、

一 般 競 争 入 札 及 び 指 名 競 争 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 及 び そ の

審 査 申 請 の 手 続 （ 工 事 、 物 品 ・ 委 託 等 及 び 設 計 ・ 測 量 等 契 約 関 係 ）

（ 平 成 22 年 ９ 月 横 浜 市 告 示 第  401 号 ） を 準 用 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 水 道 事 業 管 理 者  

                 水 道 局 長  齋  藤  義  孝  
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交 通 局  

 

交 通 局 告 示 第 20 号   

   一 般 競 争 入 札 及 び 指 名 競 争 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資  

   格 及 び そ の 審 査 申 請 の 手 続 （ 工 事 、 物 品 ・ 委 託 等 及 び 設  

   計 ・ 測 量 等 契 約 関 係 ）  

 平 成 23 年 ４ 月 １ 日 か ら 平 成 25 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 に お い て 、 横 浜

市 交 通 局 が 発 注 す る 調 達 契 約 に 関 し 、 一 般 競 争 入 札 及 び 指 名 競 争 入

札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 及 び そ の 審 査 申 請 の 手 続 に つ い て は 、

一 般 競 争 入 札 及 び 指 名 競 争 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 及 び そ の

審 査 申 請 の 手 続 （ 工 事 、 物 品 ・ 委 託 等 及 び 設 計 ・ 測 量 等 契 約 関 係 ）

（ 平 成 22 年 ９ 月 横 浜 市 告 示 第  401 号 ） を 準 用 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

                 横 浜 市 交 通 事 業 管 理 者  

                 交 通 局 長  池  田  輝  政   
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病 院 経 営 局  

 

病 院 経 営 局 告 示 第 ３ 号  

   横 浜 市 立 脳 血 管 医 療 セ ン タ ー 医 業 収 益 の 徴 収 事 務 の 委 託  

 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 27 年 法 律 第  292 号 ） 第 33 条 の ２ の 規 定 に よ

り 、 横 浜 市 立 脳 血 管 医 療 セ ン タ ー 医 業 収 益 の 徴 収 事 務 を 次 の と お り

委 託 し た 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

               横 浜 市 病 院 事 業 管 理 者  

               病 院 経 営 局 長  原    正  道  

 受 託 者 の 名 称  受 託 者 の 所 在 地   委 託 し た 期 間  

株 式 会 社 日 本 医 療 事  

務 セ ン タ ー 横 浜 支 社  

支 社 長  

 中  井  仁  志  

西 区 高 島 二 丁 目

13 番 ２ 号  

平 成 22 年 ８ 月 １ 日 か ら

平 成 23 年 12 月 31 日 ま で
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病 院 経 営 局 告 示 第 ４ 号  

   一 般 競 争 入 札 及 び 指 名 競 争 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資  

   格 及 び そ の 審 査 申 請 の 手 続 （ 工 事 、 物 品 ・ 委 託 等 及 び 設  

   計 ・ 測 量 等 契 約 関 係 ）  

 平 成 23 年 ４ 月 １ 日 か ら 平 成 25 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 に お い て 、 横 浜

市 病 院 経 営 局 が 発 注 す る 調 達 契 約 に 関 し 、 一 般 競 争 入 札 及 び 指 名 競

争 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 及 び そ の 審 査 申 請 の 手 続 に つ い て

は 、 一 般 競 争 入 札 及 び 指 名 競 争 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 及 び

そ の 審 査 申 請 の 手 続 （ 工 事 、 物 品 ・ 委 託 等 及 び 設 計 ・ 測 量 等 契 約 関

係 ） （ 平 成 22 年 ９ 月 横 浜 市 告 示 第  401 号 ） を 準 用 す る 。  

   平 成 22 年 ９ 月 ３ 日  

               横 浜 市 病 院 事 業 管 理 者  

               病 院 経 営 局 長  原    正  道   
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人 事 委 員 会  

 

 職 員 の 任 用 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る  

。  

   平 成 22 年 ８ 月 19 日  

                  横 浜 市 人 事 委 員 会  

                  委 員 長  岡  部  光  平  

横 浜 市 人 事 委 員 会 規 則 第 12 号 （ 平 成 22 年 ８ 月 19 日 掲 示 済 ）  

   職 員 の 任 用 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 職 員 の 任 用 に 関 す る 規 則 （ 平 成 19 年 ３ 月 横 浜 市 人 事 委 員 会 規 則 第

17 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 23 条 第 ２ 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

 (3)  市 長 部 局 助 産 師 採 用 選 考  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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そ の 他  

 

   環 境 創 造 局 政 策 専 任 部 長 の 分 担 事 務 の 廃 止  

 環 境 創 造 局 政 策 専 任 部 長 の 分 担 事 務 （ 平 成 20 年 ４ 月 １ 日 ） は 、 平

成 22 年 ３ 月 31 日 限 り 廃 止 し た 。  
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   経 済 観 光 局 政 策 専 任 部 長 の 分 担 事 務 の 廃 止  

 経 済 観 光 局 政 策 専 任 部 長 の 分 担 事 務 （ 平 成 20 年 ４ 月 １ 日 ） は 、 平

成 22 年 ３ 月 31 日 限 り 廃 止 し た 。  

 


